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神
戸
法
学
雑
誌

第
五
三
巻
第
一
号

二
O
O
三
年
六
月

現
代
ロ
シ
ア
の
国
家
統
一

と
民
族
関
係
立
法

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

一
.
帝
国
と
国
民
国
家

「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
帝
国
」
?
/
危
機
の
徴
候
と
し
て
の
「
帝
国
」
ノ
ス
タ
ル
ジ
i

/"ー、、

一
ー一一~・
¥、-〆

止リハ
、Y
1

ノi、
〆口'

謙
次
郎

二
.
ロ
シ
ア
・
ソ
連
史
に
お
け
る
民
族
と
国
家

帝
政
ロ
シ
ア
・
・
・
多
元
的
統
治
と
同
化
/
ソ
連
・
・
・
「
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
帝
国
」
と
そ
の

矛
盾
/
転
換
期
・
・
・
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
人
民
」
か
ら
「
ロ
シ
ア
国
民
」
へ

(
以
上
、
第
五
二
巻
第
四
号
)

三
.
ロ
シ
ア
連
邦
制
改
革
に
お
け
る
「
主
権
」
、
「
民
族
自
決
権
」
(
一
九
九
0
1
九
四
年
)

「
主
権
」
「
民
族
自
決
権
」
パ
レ
ー
ド
/
「
非
対
称
的
連
邦
」
と
そ
の
不
満
/
「
条
約
的
連
邦
」
か
ら
「
憲
法
的

連
邦
」
?
/
九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
と
連
邦
制
/
連
邦
構
成
共
和
国
憲
法
と
「
主
権
」
/
連
邦
構
成
共
和
国
憲

法
と
「
民
族
自
決
権
」

69 

四
.
九
三
年
憲
法
体
制
下
に
お
け
る
連
邦
制
の
法
的
展
開

(
以
上
本
号
)

(
以
上
続
く
)
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三
.
ロ
シ
ア
連
邦
制
改
革
に
お
け
る
「
主
権
」
、
「
民
族
自
決
権
」
(
一
九
九

O
i九
四
年
)

「
主
権
」
「
民
族
自
決
権
」
パ
レ
ー
ド

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
憲
法
で
は
、
ソ
連
が
「
主
権
国
家
」
で
あ
る
と
同
時
に
、

ソ
連
を
構
成
し
て
い
た
一
五
の
共
和
国
(
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
)
も
「
主
権
国
家
」
で
あ
り
、

53巻1号

ソ
連
か
ら
の
「
脱
退
権
」
を
有
し
て
い
た
。
む
ろ
ん
、
ソ
連
を
構
成
し
て

い
た
共
和
国
の
「
主
権
」
や
「
脱
退
権
」
は
名
目
的
な
も
の
で
あ
り
、
民
族
自
決
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
支
え
ら
れ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連

邦
制
は
、
党
の
中
央
集
権
的
な
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
対
比
し
て
、
単
な
る
見
せ
か
け
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
う
し

た
「
見
せ
か
け
」
や
「
建
前
」
が
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
時
代
に
諸
共
和
国
に
よ
っ
て
援
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
制

日志

が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
く
と
い
う
逆
説
が
あ
っ
た
。
あ
る
論
者
は
、

「
ウ
イ
ル
ス
」
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
れ
o

ソ
連
解
体
の

ソ
連
構
成
共
和
国
の
「
脱
退
権
」
に
つ
い
て
、

雑

「
脱
退
権
」
が
、
後
の
ソ
連
解
体
の
「
ウ
ィ
ル
ス
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
結
果
論
で
も
あ
る
が
、
か
つ
て
レ
i
ニ
ン
そ
し
て
ス

タ
ー
リ
ン
が
「
国
家
的
分
離
を
含
む
諸
民
族
の
自
決
権
」
を
主
張
し
、
そ
れ
が
ロ
シ
ア
革
命
後
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
権
力
の
指
針
と
な
っ
た

だ
け
に
、
そ
の
系
譜
を
引
く
ソ
連
構
成
共
和
国
の
「
脱
退
権
」
や
「
主
権
」
が
、
意
図
せ
ざ
る
結
果
と
し
て
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
期
に

爆
発
的
な
威
力
と
し
て
作
用
し
た
と
い
う
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
流
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
依
拠
す
れ
ば
、
ソ

)>4 

ナ法戸ネ申

連
構
成
共
和
国
の
「
主
権
」
に
つ
い
て
、
普
段
は
顕
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
潜
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
に
従

え
ば
、
潜
在
し
て
い
た
「
ウ
ィ
ル
ス
」
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
時
代
に
ソ
連
構
成
共
和
国
が
改
め
て
援
用
し
始
め
た
「
主
権
」
や
「
民

族
自
決
権
」
と
し
て
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ソ
連
の
解
体
が
、
レ

l
ニ
ン
・
ス
タ
ー
リ
ン
的
な
民
族
自
決
権
の

最
終
実
現
形
態
で
あ
っ
た
と
い
う
皮
肉
め
い
た
見
方
す
ら
あ
る
。

ソ
連
の
一
構
成
田
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
の
新
設
の
人
民
代
議
員
大
会

に
お
い
て
「
ロ
シ
ア
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
社
会
主
義
共
和
国
の
国
家
主
権
宣
言
」
(
以
下
、
「
ロ
シ
ア
国
家
主
権
宣
言
」
と
略
)
が
採
択
さ

と
り
わ
け
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
の
は
、

一
九
九
O
年
六
月
に
、



れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

ロ
シ
ア
が
国
家
と
し
て
自
己
意
識
を
獲
得
す
る
政
治
的
文
書
で
あ
り
、
予
定
さ
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
の

新
憲
法
制
定
作
業
の
基
礎
に
な
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、

し
て
い
た
感
が
あ
っ
た
が
、

ロ
シ
ア
は
ソ
連
の
中
核
を
占
め
る
と
同
時
に
ソ
連
の
中
に
埋
没

エ
リ
ツ
ィ
ン
が
権
力
基
盤
を
党
組
織
か
ら
ロ
シ
ア
の
国
家
権
力
機
関
に
移
し
た
こ
と
に
よ
り
ー
ー
ー
ロ
シ
ア

最
高
会
議
議
長
の
後
、

ロ
シ
ア
初
代
大
統
領
に
当
選
l
l
l
エ
リ
ツ
ィ
ン
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
の
対
立
が
、

ロ
シ
ア
と
ソ
連
と
の
対
立
構

図
に
な
っ
て
現
れ
た
。

ロ
シ
ア
の
国
家
主
権
宣
言
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
ら
の
ソ
連
指
導
部
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
以
前
の
バ
ル
ト
三
国
の

ソ
連
解
体
の
序
曲
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ロ
シ
ア
が

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

「
独
立
宣
言
」
よ
り
も
打
撃
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
今
か
ら
考
え
る
と
、

ソ
連
か
ら
自
立
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
な
意
識
よ
り
も
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
人
」
あ
る
い
は
「
帝
国
」
的
な
国
家
意
識
が

強
か
っ
た
ロ
シ
ア
人
(
ル

l
ス
キ
l
)
も、

い
っ
た
い
「
祖
国
」
は
ソ
連
な
の
か
そ
れ
と
も
ロ
シ
ア
な
の
か
と
い
う
具
合
に
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
九
O
年
六
月
に
ロ
シ
ア
が
主
権
を
宣
言
し
た
後
、
同
様
な
主
権
宣
言
が
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
や
モ
ル
ド
ヴ
ァ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
白

(
ベ
ラ
ル

i
シ
)
に
波
及
し
て
い
っ
た
。

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
時
代
の
各
共
和
国
に
よ
る
主
権
宣
言
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
と
っ
て
重
要

ロ
シ
ア

な
の
は
、
従
来
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
法
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
連
邦
法
の
優
位
に
反
旗
を
翻
し
て
共
和
国
法
の
優
位
を
宣
言
し
た
こ
と
に
あ
り

|
|
中
央
と
地
方
と
の
聞
の
い
わ
ゆ
る
「
法
律
戦
争
」
|
|
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
天
然
資
源
の
管
轄
や
所
有
、
価
格
統
制
な
ど
の

の
問
題
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
以
下
で
は
、
本
稿
の
テ
i
マ
に
照
ら
し
て
、

「
経
済
主
権
」

い
く
つ
か
の
共
和
国
の

主
権
宣
言
に
現
れ
て
い
る
「
民
族
」
や
「
国
民
」
・
「
人
民
」
の
と
ら
え
方
に
注
目
し
て
、

ロ
シ
ア
に
お
け
る
国
家
と
民
族
の
関
係
を

明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

例
え
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
主
権
宣
言
で
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
」
門
誌

s
s
h
E
S
S
E
E
の
自
決
権
、
白
ロ
シ
ア
共
和
国
の
主

権
宣
言
で
は
「
白
ロ
シ
ア
民
族
」
室
。

S
E
E
s
g
E
G
の
自
決
権
が
宣
言
さ
れ
て
い
お
o

こ
の
場
合
の
「
民
族
」

g
E
E
と
は
、

コニ

71 

ト
ノ
ス
日
民
族
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
。
し
か
し
、
他
の
共
和
国
と
同
様
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
白
ロ
シ
ア
も
住
民
は
多
民
族
か
ら
な



72 

る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
和
国
の
名
称
を
冠
す
る
民
族
の
「
自
決
権
」
を
宣
言
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
強
調
し
過
ぎ
る
こ
と
は
、
暗

に
他
の
民
族
住
民
を
疎
外
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
、
さ
か
ん
に
唱
え
ら
れ
た
「
法
治
国
家
」
や
「
立
憲
主
義
」
の
理
念
に
も
反
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ら
の
主
権
宣
言
の
中
で
は
、
国
家
権
力
の
源
泉
と
し
て
、
複
数
の
民
族
住
民
か
ら
な
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
民
」

ミ
む
さ
h
N
q』
町
、
ミ
ミ
、
「
白
ロ
シ
ア
人
民
」
ミ
ミ
ミ
国
司
令
言
た
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
言
及
さ
れ
て
い
た

は
、
政
治
共
同
体
と
し
て
の
「
国
民
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
)
。

(
こ
の
場
合
の
「
人
民
」
と

53巻1号

つ
ま
り
、
民
主
主
義
の
主
体
は
「
国
民
」
・
「
人
民
」

H
デ
モ
ス
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
媒
介
し
て
い
る
の
が
支
配
的
な
エ
ト
ノ
ス
H
民

族
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
近
代
の
「
ネ
l
シ
ヨ
ン
」
や
「
ピ

l
プ
ル
」
に
お
け
る
「
形
式
H

市
民
権
の
共
有
」
と

「
内
実
H

支
配
的
な
言
語
や
民
族
性
」
と
い
う
二
重
の
側
面
を
露
呈
さ
せ
た
も
の
で
あ
ぶ
o

誌

し
か
し
、

ロ
シ
ア
国
家
主
権
宣
言
で
は
多
数
派
の
ロ
シ
ア
人
(
ル
l
ス
キ
l
)

雑

の
自
決
権
や
民
族
的
復
興
と
い
っ
た
文
言
は
な
く
、

主
権
者
が
「
多
民
族
か
ら
な
る
人
民
」
還
さ
な
さ
ミ

S
ミ

ix
さ
さ
札
と
さ
れ
、
特
定
の
民
族
の
文
脈
に
言
及
し
な
い
「
各
民
族
の
自

決
権
」
が
抽
象
的
に
宣
言
さ
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
国
家
の
正
統
性
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
味
よ
り
も
依
然
と
し
て
「
多
民
族
結
集
」
的

=. 
ナ法

な
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
ソ
連
構
成
共
和
国
の
う
ち
、
非
ロ
シ
ア
系
の
そ
れ
ら
は
、
主
権
の
指
向
に
多
か
れ
少

な
か
れ
エ
ト
ノ
ス
的
な
衝
動
が
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
の
主
権
は
メ
タ
・
エ
ト
ノ
ス
的
で
あ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と

い
っ
た
国
家
体
の
存
在
は
、
ソ
連
時
代
の
樹
立
の
歴
史
的
背
景
か
ら
し
て
、
あ
る
程
度
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
や
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
「
民
族
自
決

権
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
説
明
で
き
る
面
も
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア

戸神

(
ロ
シ
l
ス
キ
l
)
と
い
う
国
家
体
は
、
人
口
の
約
八
割
を
占
め
る

ロ
シ
ア
人
(
ル
l
ス
キ
i
)
の
自
決
権
で
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
ロ
シ
ア
内
の
非
ロ
シ
ア
系
諸
民
族
の
自
治
共
和
国
や
自

エ
リ
ツ
ィ
ン
は
ロ
シ
ア
人
だ
が
、
後
の
ロ
シ
ア
人

治
州
な
ど
を
含
む
連
邦
国
家
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
(
つ
い
で
に
い
う
と
、

民
代
議
員
大
会
議
長
の
ハ
ズ
ブ
ラ
l
ト
フ
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
で
、

ロ
シ
ア
最
高
会
議
民
族
院
議
長
の
ア
ブ
ド
ウ
ラ
チ
l
ポ
フ
は
ダ
ゲ
ス

タ
ン
の
ア
ヴ
ア
ー
ル
人
で
、
国
家
の
要
職
を
必
ず
し
も
ロ
シ
ア
人
が
占
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
)
。



メ
タ
・
エ
ト
ノ
ス
的
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
多
数
派
の
ロ
シ
ア
人
(
ル

l
ス
キ

l
)
に
エ
ト
ノ
ス
的
な
意
識
が
全
く
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
、
他
の
共
和
国
の
主
要
な
民
族
が
企
て
た
よ
う
な
意
味
で
の
民
族
運
動
は
、
ロ
シ
ア
人
(
ル
!
ス

の
間
で
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
仮
に
、
ロ
シ
ア
の
国
家
主
権
宣
言
に
際
し
て
、
ロ
シ
ア
人
(
ル

l
ス
キ

i
)
の
自
決
権
や
民
族
的

キ
l
)

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

復
興
と
い
う
こ
と
を
文
言
と
し
て
優
先
的
に
掲
げ
て
い
た
と
し
た
ら
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア

国
家
の
「
帝
国
」
的
外
延
ゆ
え
に
、
ロ
シ
ア
内
部
に
存
在
す
る
様
々
な
非
ロ
シ
ア
系
の
自
治
共
和
国
や
自
治
州
な
ど
の
離
反
を
招
く
恐

れ
も
あ
っ
た
。

そ
う
で
な
く
て
も
、
主
権
宣
言
は
、

ロ
シ
ア
内
部
の
自
治
共
和
国
、
す
な
わ
ち
カ
レ
リ
ア
、

コ
、、、

タ
タ
ル
ス
タ
ン
、

マ
リ
、

ウ
ド

ム
ル
ト
、
ブ
リ
ヤ
l
ト
、
パ
シ
キ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
・
・
・
と
連
鎖
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
タ
タ
ル
ス
タ
ン
や
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
と

い
っ
た
有
力
な
自
治
共
和
国
の
国
家
主
権
宣
言
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
タ
タ

l
ル
民
族
の
不
可
侵
の
自
決
権
」
、
「
バ
シ
キ

l
ル
民
族
の
不

可
侵
の
自
決
権
」
も
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、

一
九
八
九
年
の
国
勢
調
査
で
は
、

タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
人
口
に
占
め
る
タ
タ
l
ル
人
の

比
率
は
約
四
八
%
で
、
パ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
で
は
バ
シ
キ

l
ル
人
の
比
率
が
約
二
二
%
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
体
で
、
過
半
数
を

超
え
て
い
な
い
民
族
の
名
に
お
い
て
「
民
族
自
決
権
」
が
宣
言
さ
れ
る
こ
と
の
不
合
理
さ
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
比
率
が
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
く
て
も
、
そ
れ
ら
の
民
族
は
、
当
該
国
家
体
が
樹
立
さ
れ
た
ソ
連
時
代
の
沿
革
か
ら
、
現
地
に
お
け
る
「
基
幹
民
族
」

雪
之
お
お
む
宮
き
主
君
も
し
く
は
「
タ
イ
ト
ル
民
族
」
忌
ミ
i
b
E
き

E
E
と
事
実
上
呼
ば
れ
て
き
て
お
り
、
ソ
連
的
な
文
脈
か
ら
み
て
、

「
民
族
自
決
権
」
が
援
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
奇
異
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
、
つ
に
、

ロ
シ
ア
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
主
権
」
を
突
き
動
か
す
特
定
の
エ
ト
ノ
ス
的
論
理
は
、

ロ
シ
ア
国
家
自
体
で
は
な
く

ロ
シ
ア
内
部
の
民
族
国
家
体
に
み
ら
れ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
治
共
和
国
よ
り
下
位
の
自
治
州
や
自
治
管
区
ま
で
も
が

主
権
宣
言
を
し
て
い
っ
た
。

73 

(
当
時
、

ロ
シ
ア
・
中
央
に
と
っ
て
頭
痛
の
タ
ネ
と
い
う
よ
り
も
、

ロ
シ
ア
最
高
会
議

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
動
向
は
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
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議
長
)

コニ

の
よ
う
な
「
改
革
派
」
、
「
民
主
派
」
が
、
地
方
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と
り
つ
け
る
意
味
で
、
む
し
ろ
支
持
し
て
い
た
。

ツ
イ
ン
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
H
ソ
連
と
の
対
抗
上
、
ロ
シ
ア
内
の
旧
自
治
共
和
国
に
向
か
っ
て
「
欲
す
る
だ
け
主
権
を
つ
か
ん
で
く
だ

(
辺
)

さ
い
」
と
発
言
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
中
央
の
「
改
革
派
」
の
動
向
が
地
方
の
民
族
エ
リ
ー
ト
の
延
命
に
寄
与
し
て
い
た
。

53巻1号

ロ
シ
ア
内
部
へ
の
「
主
権
」
や
「
民
族
自
決
権
」
の
伝
播
の
際
、
留
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
ソ
連
を
構
成
し
て
い
た
共
和
国
と

ロ
シ
ア
内
部
の
自
治
共
和
国
や
自
治
州
、
自
治
管
区
に
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
憲
法
の
文
脈
で
は
「
主
権
」
や
「
脱
退

ロ
シ
ア
内
部
に
伝
播
し
た
一
連
の
主
権
宣
言
も
ロ
シ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
を
掲
げ
る
も
の
で
は
な

違
っ
て
、
元
来
、

権
」
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

誌

か
っ
た
。
ロ
シ
ア
国
家
主
権
宣
言
に
出
て
き
た
「
各
民
族
の
自
決
権
」
も
、
「
脱
退
権
」
の
こ
と
で
は
な
く
、
従
来
の
自
治
国
家
体
や

領
土
体
の
地
位
向
上
や
文
化
面
で
の
自
決
(
民
族
的
文
化
自
治
)
等
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
現
に
、
そ
の
後
ロ
シ
ア
内
の
自
治

共
和
国
は
、
ロ
シ
ア
最
高
会
議
の
法
律
に
よ
っ
て
「
共
和
国
」
に
格
上
げ
さ
れ
、
ロ
シ
ア
内
に
五
つ
あ
っ
た
自
治
州
の
う
ち
四
つ
が
、

(
岱
)

同
様
に
「
共
和
国
」
に
格
上
げ
さ
れ
た
。

雑
旦A

ナ

も
と
よ
り
、

一
九
九
O
年
以
降
連
鎖
し
た
ソ
連
構
成
共
和
国
の
主
権
宣
言
は
、
バ
ル
ト
三
固
な
ど
を
除
く
と
ソ
連
か
ら
の
脱
退
を
即

法

時
に
宣
言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
連
邦
制
度
改
組
に
際
し
て
の
ソ
連
中
央
と
の
交
渉
の
カ
l
ド
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
ロ

戸

シ
ア
内
の
一
連
の
主
権
宣
言
も
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
H

ソ
連
や
ヱ
リ
ツ
イ
ン
H

ロ
シ
ア
と
の
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
ソ
連
指
導
部
は
、
諸
共
和
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
「
刷
新
さ
れ
た
連
色
の
標
語
の
下
で
生
き
残
り
を
か
け

神

て
い
た
D

こ
れ
は
、

ソ
連
が
元
々
条
約
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
国
家
連
合
で
あ
る
と
い
う
基
本
に
立
ち
戻
る
も
の
で
あ
り
、

一
九
九
O

年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
数
次
に
わ
た
っ
て
新
条
約
草
案
が
公
表
さ
れ
た
。
第
一
次
案
は
単
に
「
連
合
条
約
」
と
な
っ
て
い
て
、
第
二

次
案
は
「
主
権
共
和
国
連
合
」
、
第
三
次
お
よ
び
調
印
直
前
の
合
意
案
は
「
主
権
国
家
連
合
」
と
な
っ
て
い
苧
い
ず
れ
の
草
案
で

も
、
「
主
権
」
と
と
も
に
「
諸
民
族
の
自
決
権
」
と
い
う
用
語
が
出
て
く
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
草
案
の
表
題
に
あ
る
「
主
権
共
和
国
」

や
「
主
権
国
家
」
の
中
に
、
今
ま
で
ソ
連
を
構
成
し
て
い
た
共
和
国
の
み
な
ら
ず
ロ
シ
ア
内
部
で
国
家
主
権
宣
言
を
し
て
い
っ
た
自
治



共
和
国
な
ど
も
含
ま
れ
る
の
か
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
明
確
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
当
時
の
論
争
を
ふ
ま
え
る
と
旧
自
治
共
和
国
も

ロ
シ
ア
を
通
じ
て
「
主
権
国
家
連
合
」
に
加
入
で
き
る
と
い
う
解
釈
が
一
般
的
に
な
さ
れ
て
い
た
。
仮
に
そ
れ
ら
が
ロ
シ
ア
を
経
ず
に

「
主
権
国
家
連
合
」
に
加
わ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
「
脱
退
」
を
意
味
し
、
ロ
シ
ア
の
地
図
は
、
い
わ
ば
虫
食
い
の
後

の
穴
だ
ら
け
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
そ
も
そ
も
既
存
の
ロ
シ
ア
と
い
う
枠
組
が
瓦
解
し
て
し
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

す
で
に
一
九
八
九
年
に
、
物
理
学
者
で
人
権
活
動
家
で
あ
っ
た
ア
ン
ド
レ
イ
・
サ
ハ
ロ
フ
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
制
を
改
組
す
る
た

め
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
同
盟
憲
法
」
案
と
い
う
も
の
を
示
し
て
い
た
(
名
称
だ
け
を
み
る
と
か
つ
て
レ
i

ニ
ン
が
構
想
し
た
国
名
を
初
得
と
さ
せ
る
)
。
そ
れ
は
、
従
来
の
ソ
連
の
「
主
権
共
和
国
」
、
「
自
治
共
和
国
」
、
「
自
治
州
」
、
「
自
治
管

区
」
と
い
っ
た
階
層
的
構
造
に
代
わ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
均
し
て
同
権
的
で
「
主
権
的
」
な
民
族
国
家
体
か
ら
な
る
連
邦
を
樹
立
す
る
構

(
却
)

想
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
当
時
の
ソ
連
の
「
民
主
派
」
に
と
っ
て
民
主
主
義
と
「
民
族
自
決
権
」
と
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
サ
ハ
ロ
フ
案
は
、
あ
る
意
味
で
ソ
連
流
の
「
民
族
自
決
権
」
、
「
諸
民
族
の
平
等
」
と
い
っ
た
形
態
を
一
層
推
し
進
め
た
発
想

で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
う
し
た
発
想
は
実
際
に
ソ
連
全
土
に
連
鎖
し
て
い
く
わ
け
だ

が
、
ソ
連
の
入
り
組
ん
だ
民
族
国
家
体
の
階
層
構
造
の
下
で
、
上
位
の
国
家
体
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
る
「
主
権
」
と
下
位
の
そ
れ
と
が

緊
張
関
係
を
呈
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
主
権
戦
争
」
の
様
相
す
ら
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
「
民
族
自
決
権
」
も
入
れ
子
状
に
な

る
。
当
時
、
「
主
権
」
や
「
民
族
自
決
権
」
と
い
う
用
語
が
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
デ
モ
ス
」
と
「
エ
ト
ノ
ス
」

と
の
緊
張
関
係
が
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
い
わ
ば
P

神
学
的
u

用
語
と
し
て
、
ナ
イ
ー
ブ
な
く
ら
い
一
人
歩
き
し
て
い

た
感
が
あ
る
。

「
主
権
」
や
「
民
族
自
決
権
」
の
凱
旋
行
進
、
パ
レ
ー
ド
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
刷
新
さ
れ
た
連
合
」
構
想
を
中

一
九
九
一
年
八
月
に
起
き
た
ソ
連
保
守
派
の
ク
ー
デ
タ
で
あ
っ
た
。
ク
ー
デ
タ
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
指
導
部
が
懸
案

断
さ
せ
た
の
は
、

75 

と
し
て
き
た
新
連
合
条
約
の
調
印
を
保
守
派
が
阻
止
す
る
目
的
が
あ
っ
た
が
、
あ
っ
け
な
く
失
敗
し
た
。
結
果
的
に
そ
れ
を
好
機
に
一
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気
に
躍
り
出
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
、

ロ
シ
ア
内

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル

l
シ
の
首
脳
ら
と
共
に
超
法
規
的
に
ソ
連
の
解
体
を
決
定
し
た
。

ソ
連
が
消
滅
し
た
以
上
、
お
の
ず
と
交
渉
相
手
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
で
は
な
く
エ

リ
ツ
ィ
ン
の
ロ
シ
ア
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
次
な
る
局
面
で
も
、
ロ
シ
ア
は
再
び
「
主
権
」
と
「
民
族
自
決
権
」
に
悩
ま

の
共
和
国
(
旧
自
治
共
和
国
、
自
治
州
)
に
と
っ
て
、

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

53巻l号

「
非
対
称
的
連
邦
」
と
そ
の
不
満

元
を
た
ど
る
と
、

ロ
シ
ア
(
ロ
シ

i
ス
キ

i
)
の
連
邦
制
に
お
い
て
、
タ
タ
i
ル
人
や
パ
シ
キ
i
ル
人
、
サ
ハ
人
な
ど
、

ロ
シ
ア
人

誌

で
は
な
い
主
要
な
諸
民
族
の
集
住
地
域
に
は
、
ソ
連
時
代
に
二
ハ
の
自
治
共
和
国
が
樹
立
さ
れ
、
さ
ら
に
民
族
的
居

住
分
布
を
考
慮
し
た
五
の
自
治
州
、
一

O
の
自
治
管
区
が
設
立
さ
れ
た
。
自
治
共
和
国
は
固
有
の
憲
法
を
持
っ
た
。

ロ
シ
ア
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
す
べ
て
に
固
有
の
国
家
体
や
領
土
体
が
付
与
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

が
、
民
族
的
指
標
に
基
づ
く
領
土
区
画
編
成
は
、
ロ
シ
ア
革
命
時
代
か
ら
一
九
三
0
年
代
に
か
け
て
、
か
な
り
細
分
化
さ
れ
て
い
っ
た

ロ
シ
ア
の
領
土
は
、
す
べ
て
民
族
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
民
族
的
フ
ア

(ル
l
ス
キ
l
)

雑
芦之手

ザー法

と
言
え
る
。
し
か
し
、

戸

ク
タ
!
と
は
関
係
の
な
い
通
常
の
「
州
」

S
Eと
や
「
地
方
」
押
さ
凡
(
「
道
」
や
「
辺
区
」
と
も
訳
さ
れ
る
)
と
い
っ
た
行
政
領
土
体
(
ス

ヴ
エ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
州
、
サ
ハ
リ
ン
州
や
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
な
ど
)
が
存
在
し
て
い
て
、
強
い
て
言
え
ば
、
そ
こ
で
は
ロ
シ
ア
人

神

(ル

l
ス
キ
l
)
が
多
数
派
を
占
め
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
行
政
領
土
体
に
は
、
「
自
治
」
と
い
う
名
称
は
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
「
自

治
」
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
民
族
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
発
す
る
領
土
的
自
治
を
意
味
し
た
。

ソ
連
時
代
に
、
民
族
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
基
づ
く
自
治
共
和
国
や
自
治
州
な
ど
が
実
際
に
「
自
治
」
を
行
使
し
得
た
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
党
の
中
央
集
権
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
ロ
シ
ア
内

の
民
族
的
な
国
家
体
・
領
土
体
と
州
な
ど
の
行
政
領
土
体
の
と
の
違
い
は
実
質
的
に
は
な
か
っ
た
。
強
い
て
言
え
ば
、
「
ア
フ
ァ

l
マ

も
っ
と
も
、



(
忽
)

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
帝
国
」
と
し
て
の
ソ
連
で
は
、
例
え
ば
自
治
共
和
国
に
お
け
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
代
議
員
や
政
府
機
関
な
ど
の
要
職

に
お
い
て
地
元
の
タ
イ
ト
ル
民
族
が
人
口
比
率
に
比
し
て
多
め
に
代
表
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
非
ロ
シ
ア
系
諸
民
族
の
高
等
教
育
終
了

率
も
ロ
シ
ア
人
に
比
べ
て
む
し
ろ
高
か
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。

「
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
帝
国
」
に
お
け
る
民
族
エ
リ
ー
ト
の
輩
出
は
、
党
へ
の
忠
誠
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
が
、
ペ

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

一
連
の
国
家
主
権
宣
言
を
経
て
自
治
共
和
国
や
大
半
の
自
治
州
が
ロ
シ
ア
連
邦
を
構
成
す
る
「
共
和
国
」
に
改

組
さ
れ
て
い
く
過
程
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
民
族
エ
リ
ー
ト
が
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
再
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
共
和

国
が
遠
心
化
し
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
州
や
地
方
の
行
政
領
土
体
の
指
導
者
に
も
不
満
が
目
立
ち
始
め
た
。
こ
の
こ
と
は
い
く
つ
か

の
側
面
か
ら
説
明
で
き
る
。

レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
、

例
え
ば
、
ロ
シ
ア
人
(
ル

i
ス
キ
l
)
は
、
ロ
シ
ア
全
体
で
人
口
数
の
面
で
優
越
的
で
あ
り
つ
つ
も
「
自
分
の
国
家
」
を
持
っ
た
こ

(
忽
)

と
が
な
い
と
い
う
一
見
し
た
と
こ
ろ
奇
妙
な
見
解
す
ら
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
非
ロ
シ
ア
系
の
主
要
な
民
族
の
名
称
を
冠
し
た

共
和
国
が
多
数
存
在
す
る
一
方
、
な
ぜ
「
ル
!
ス
キ
l
」
の
名
称
を
冠
し
た
そ
れ
が
な
い
の
か
と
い
う
論
争
す
ら
生
み
出
さ
れ
る
に
い

ソ
連
時
代
に
も
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
ソ
連
で
は
そ
れ
が
強
い
て
政
治
的
問
題
に

た
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
問
題
は
根
深
く
、

な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
問
題
が
ソ
連
解
体
後
の
ロ
シ
ア
で
取
り
沙
汰
さ
れ
た
背
景
に
は
、
単
に
「
ル

l
ス
キ

l
」
の
共
和
国
が
存
在
し
な
い
と
い
う
純

77 

民
族
的
な
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
ロ
シ
ア
連
邦
制
の
再
編
過
程
に
お
け
る
中
央
と
諸
地
域
・
諸
民
族
共
和
国
と
の
間
の
権
限
の
分
配

(
予
算
や
税
制
な
国
)
、
民
営
化
に
か
ら
む
諸
資
源
の
分
捕
り
合
戦
の
問
題
が
背
景
に
あ
っ
た
o

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ソ
連
解
体
後

(
お
)

の
ロ
シ
ア
連
邦
制
の
再
編
問
題
は
狭
い
意
味
で
の
「
民
族
問
題
」
と
い
う
視
点
だ
け
で
は
割
り
き
れ
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
州
や
地

方
と
い
っ
た
行
政
領
土
体
か
ら
み
た
場
合
、
民
族
共
和
国
は
、
国
家
主
権
宣
言
な
ど
を
通
じ
て
中
央
か
ら
の
離
反
傾
向
を
み
せ
た
と
同

時
に
、
中
央
と
の
個
別
の
か
け
ひ
き
を
通
じ
て
、
あ
る
種
の
「
特
権
」
を
引
き
出
し
て
い
る
と
い
う
不
満
が
背
景
に
あ
っ
た
。
他
方
、
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石
油
が
豊
富
な
タ
タ
ル
ス
タ
ン
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
な
ど
の
鉱
物
資
源
に
め
ぐ
ま
れ
た
サ
ハ
H

ヤ
ク
l
ト
な
ど
の
民
族
共
和
国
は
、

ソ
連

時
代
の
よ
う
に
資
源
を
中
央
に
「
搾
取
」
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
権
益
、
利
権
を
増
加
さ
せ
た
が
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
が
民
営
化
や
再
分
配
に
か
ら
む
「
経
済
問
題
」
と
し
て
の
質
を
持
つ
と
し
て
も
、
し
か
し
他
方
で
は
「
経
済

53巻1号

問
題
」
は
再
び
「
民
族
」
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
に
も
連
動
し
た
。
資
源
の
分
配
、
民
営
化
、
そ
れ
を
操
作
す
る
政
治
権
力
構
造
の
中
枢

(
お
)

に
お
い
て
、
民
族
共
和
国
の
タ
イ
ト
ル
民
族
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
の
人
的
資
源
を
利
用
し
つ
つ
優
位
に
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し

た
民
族
共
和
国
の
タ
イ
ト
ル
民
族
の
政
治
的
・
経
済
的
支
配
層
は
、
ソ
連
時
代
の
共
産
党
特
権
層
を
意
味
す
る
「
ノ
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ

l

ラ
」
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
、
「
エ
ス
ノ
・
ノ
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ

l
ラ
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
旧
共
産
党
時
代
の
民
族
共
和
国
の
幹
部
が
過
去

の
人
脈
や
既
得
権
を
利
用
し
て
「
エ
ス
ノ
・
ノ
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ

l
ラ
」
に
横
滑
り
す
る
場
合
も
多
い
。
そ
う
し
た
「
エ
ス
ノ
・
ノ
メ
ン

島ま

ク
ラ
ト
ゥ

i
ラ
」
に
と
っ
て
、
「
民
族
共
和
国
」
の
存
在
は
都
合
が
よ
く
、
タ
イ
ト
ル
民
族
の
「
自
決
権
」
と
い
っ
た
言
説
も
大
衆
動

員
の
た
め
に
効
果
を
発
揮
し
た
。
何
が
「
経
済
問
題
」
で
、
何
が
「
民
族
問
題
」
な
の
か
、
れ
う
き
と
し
た
境
界
を
確
定
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
が
、
強
い
て
い
う
と
、

雑
且A

ナ

ソ
連
時
代
以
来
、
民
族
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
規
定
さ
れ
て
き
た
ロ
シ
ア
の
連
邦
制
の
下
で
、
「
民
族
問

法

題
」
は
「
経
済
問
題
」
と
も
な
り
、
「
経
済
問
題
」
は
「
民
族
問
題
」
に
も
な
り
得
た
。

戸

こ
の
よ
う
に
、
「
民
族
国
家
体
」
、
「
民
族
領
土
体
」
と
「
行
政
領
土
体
」
と
い
う
、
地
位
の
異
な
る
複
数
の
単
位
を
含
む
ロ
シ
ア
の

神

連
邦
で
は
、
「
非
対
称
的
連
邦
」

2
3
sミ
江
忌
な
ぎ
宮
、
与
さ
ミ
芯
と
し
て
の
内
実
が
、
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
非
対
称
的
連
邦
」
の
よ
う
な
制
度
は
必
ず
し
も
ロ
シ
ア
特
有
で
は
な
い
が
、

ソ
連
解
体
後
の
ロ
シ
ア
の
状
況
に
照
ら
し
て
「
非
対

称
的
連
邦
」
の
行
方
や
改
組
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
大
雑
把
に
単
純
化
し
て
い
う
と
、
二
つ
の
類
型
が
考
え
ら
れ
た
。

ま
ず
、

一
連
の
「
主
権
宣
言
」
を
な
し
て
い
っ
た
旧
自
治
共
和
国
、
自
治
州
、
自
治
管
区
の
流
れ
を
追
認
し
て
い
く
と
い
う
傾
向
で

あ
る
。
「
主
権
」
に
該
当
す
る
ロ
シ
ア
語
は
「
ス
ヴ
ェ
レ
ニ
チ
ェ

i
ト
」
言
忘
ミ
ミ
ミ
で
、
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
「
ス
ヴ
ェ
レ
ニ
ザ
l

ツ
ィ
ヤ
」
(
主
権
化
)
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
の
副
次
的
効
果
と
し
て
、
州
や
地
方
と
い
っ
た
単
位
も
自
ら
の
権
限
を
向
上
さ
せ
よ
う
と



す
る
行
動
に
出
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
人
が
多
く
居
住
す
る
通
常
の
州
や
地
方
と
い
っ
た
行
政
領
土
体
に
お
い
て
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
の
行
政
領
土
体
が
複
数
集
ま
っ
て
「
共
和
国
」
の
樹
立
が
企
図
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た

(
後
述
)
。
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も

「
ロ
シ
ア
人
(
ル

l
ス
キ
l
)
の
た
め
の
共
和
国
を
」
と
い
う
エ
ス
ノ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
大
義
名
分
で
は
な
い
が
、
既
存
の
民
族
共
和
国

へ
の
不
満
と
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
。

次
に
、
中
央
か
ら
の
離
反
傾
向
や
権
限
増
加
に
走
る
民
族
共
和
国
の
動
向
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
触
発
さ
れ
る
州
や
地
方
の
動
向
を
抑

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

え
る
た
め
に
、

い
っ
そ
の
こ
と
民
族
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
制
の
残
浮
を
も
っ
ロ
シ
ア
連
邦
内
の
民

ロ
シ
ア
を
道
州
制
の
よ
う
な
平
準
化
さ
れ
た
構
成
主
体
も
し
く
は
帝
政
ロ
シ

ア
に
あ
っ
た
よ
う
な
「
県
」
と
い
っ
た
行
政
単
位
に
改
組
し
、
連
邦
制
を
均
し
て
い
く
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
「
県
」
に
該
当
す
る
ロ

シ
ア
が
「
グ
ベ
ル
ニ
ヤ
」
ミ
常

3
E
で
、
こ
う
し
た
方
向
性
は
「
グ
ベ
ル
ニ
ザ
l
ツ
ィ
ヤ
」
(
県
化
)
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
グ
ベ
ル
ニ
ザ
l
ツ
ィ
ヤ
」
は
、
必
ず
し
も
既
存
の
領
土
単
位
の
境
界
を
全
く
無
視
し
て
境
界
を
引
き
直
し
た
り
帝
政
時
代
の
行
政
区

画
を
そ
の
ま
ま
復
活
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
民
族
的
フ
ァ
ク
タ
ー
よ
り
も
、
地
理
的
・
経
済
的
領
域
性
(
沿
ボ
ル
ガ
、
ウ

(
釘
)

ラ
ル
、
極
東
な
ど
)
か
ら
連
邦
を
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
か
っ
、
従
来
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
「
民
族
共
和

族
共
和
国
と
い
う
国
家
内
国
家
の
よ
う
な
発
想
を
や
め
、

国
」
に
お
け
る
タ
イ
ト
ル
民
族
と
そ
の
他
の
住
民
と
い
っ
た
事
実
上
の
区
別
の
発
想
に
批
判
的
で
あ
る
。

「
ス
ヴ
ェ
レ
ニ
ザ
i
ツ
ィ
ヤ
」
(
主
権
化
)
は
、
ソ
連
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
に
相
次
い
だ
主
権
宣
言
の
連
鎖
と
い
う
動
向
の
延

長
上
に
位
置
し
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
ロ
シ
ア
は
、
民
族
的
フ
ァ
ク
タ
ー
、
地
域
的
フ
ァ
ク
タ
ー
を
問
わ
ず
、

「
国
家
」
を
自
認
す
る
単
位
の
集
ま
り
(
国
家
連
合
)
に
近
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
の
分
解
を
危
倶
す
る
者
や
、

ロ
シ
ア
の

「
統
一
的
憲
法
空
間
」
ミ
E
Sミ
な
き
た
S
E
Sき
偽
有
2
5
5号
。
の
実
現
を
願
う
者
、
あ
る
い
は
連
邦
中
央
権
力
は
、
こ
の
傾
向
を

警
戒
し
た
。
「
ス
ヴ
ェ
レ
ニ
ザ
l
ツ
ィ
ヤ
」
を
批
判
的
に
み
る
側
は
、
時
と
し
て
そ
れ
を
「
封
建
的
割
拠
」
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
用
い
て

79 

憂
慮
し
た
。
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「
グ
ベ
ル
ニ
ザ
!
ツ
ィ
ヤ
」
(
県
化
)
は
、
ロ
シ
ア
の
「
国
民
国
家
」
化
に
と
っ
て
適
合
的
で
あ
る
が
、
民
族
問
題
を
抱
え
る
ロ
シ

ア
で
短
期
的
に
実
現
し
よ
う
と
し
て
も
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
得
ら
れ
ず
、
民
族
共
和
国
が
抵
抗
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
別
な
意
味
で
ロ

シ
ア
の
遠
心
化
に
帰
結
し
か
ね
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
長
期
的
に
み
る
と
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、
現
在
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
連
邦
制
が
民
族
原
理
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
歴
史
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
ル
イ

ジ
ア
ナ
州
は
フ
ラ
ン
ス
語
住
民
、
ニ
ュ

l
メ
キ
シ
コ
州
は
ス
ペ
イ
ン
語
住
民
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
州
に
は
あ
る
種
の
エ
ス
ニ
ッ
ク

な
要
因
が
か
ら
ん
で
い
た
。

53巻l号

も
っ
と
も
、
「
ス
ヴ
ェ
レ
ニ
ザ
l
ツ
ィ
ヤ
」
、
「
グ
ベ
ル
ニ
ザ
l
ツ
ィ
ヤ
」
と
い
っ
た
分
類
は
あ
く
ま
で
類
型
の
両
端
で
あ
り
、
以
上

の
よ
う
な
分
類
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
民
族
問
題
を
考
慮
し
た
連
邦
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
色
々
な
角
度
か
ら
の
構
想
が
出
さ
れ

同志

て
い
た
。
例
え
ば
、
新
憲
法
起
草
作
業
の
た
め
に
第
一
回
ロ
シ
ア
人
民
代
議
員
大
会
の
決
定
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
憲
法
委
員
会
の
書

(
お
)

記
で
あ
っ
た
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
は
、
連
邦
制
に
関
す
る
一
二
つ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て
い
た
。

雑~ 

ナ

そ
れ
に
即
し
て
言
う
と
、

一
つ
目
は
、
「
非
対
称
的
連
邦
」
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
た
も
の
で
、
民
族
共
和
国
の
み
が
条
約
に
基
づ
い

法

て
中
央
と
連
邦
的
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
州
や
地
方
は
ロ
シ
ア
連
邦
の
構
成
主
体
で
は
な
い
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
州
や
地
方
な
ど
の
行
政
領
土
体
が
ロ
シ
ア
の
外
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
ロ
シ
ア
が
、
民
族
共
和
国
と
の
関

戸神

係
で
は
連
邦
だ
が
、
州
や
地
方
と
の
関
係
で
は
さ
な
が
ら
単
一
国
家
で
あ
る
と
い
う
二
重
性
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
二
重
性
は
、

(
m
m
)
 

元
々
、
ソ
連
時
代
の
学
説
と
の
共
通
性
も
あ
る
D

「
ロ
シ
ア
民
主
改
革
運
動
」
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
A

・
サ
プ
チ
ャ
!
ク
(
元

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
長
)
ら
が
一
九
九
二
年
に
公
表
し
た
ロ
シ
ア
新
憲
法
草
案
も
、
ロ
シ
ア
が
主
権
的
な
共
和
国
、
「
グ
ベ
ル
ニ
ヤ
」

(
県
)
、
民
族
自
治
体
(
自
治
管
区
等
)
か
ら
な
る
と
さ
れ
、
な
お
か
つ
連
邦
中
央
と
条
約
を
結
ぶ
の
は
共
和
国
だ
け
と
い
う
位
置
付

け
で
あ
り
、
他
方
「
グ
ベ
ル
ニ
ヤ
」
(
県
)
の
行
政
は
ロ
シ
ア
連
邦
の
執
行
権
力
を
構
成
す
る
|
|
つ
ま
り
連
邦
管
轄
ー
ー
ー
と
い
う
位

(
お
)

置
付
け
で
あ
っ
た
。



二
つ
目
は
、
民
族
的
文
化
自
治
を
伴
っ
た
単
一
国
家
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
民
族
的
領
土
原
理
を
全
く
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
集
権
的
な
国
家
構
造
の
枠
内
で
民
族
的
事
項
に
関
す
る
一
定
の
自
治
を
一
定
の
諸
地
域
や
民
族
集
団
に
付
与
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
ル
ミ
ヤ
ン
ツ
ェ
フ
に
よ
る
と
、
現
状
下
(
当
時
)
で
「
主
権
」
を
宣
言
し
て
い
る
共
和
国
が
こ
の
構
想
を
受
け
入
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
夢
想
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
確
か
に
、

ロ
シ
ア
の
有
力
な
諸
民
族
ー
と
り
わ
け
そ
の
支
配
層
は
、
単
に
民
族

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

的
事
項
に
関
す
る
自
治
(
言
語
や
教
育
の
自
治
)
を
欲
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
共
和
国
な
ど
の
国
家
体
を
通
じ
て
政
治
的
・
経
済

的
な
既
得
権
益
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
と
言
え
る
。
あ
る
い
は
、
裏
返
し
て
言
う
と
、
民
族
共
和
国
の
主
権
を
守
ろ
う
と
す
る
者
が
、

必
ず
し
も
文
化
や
言
語
に
関
し
て
「
民
族
主
義
者
」
と
は
限
ら
な
い
。

三
つ
目
は
|
|
憲
法
委
員
会
が
肯
定
的
に
位
置
付
け
て
い
る
も
の
で
|
|
分
離
主
義
指
向
と
単
一
国
家
指
向
の
中
間
に
位
置
す
る
連

邦
制
と
い
う
構
想
で
あ
り
、
民
族
共
和
国
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
雑
多
な
連
邦
構
成
主
体
の
地
位
を
同
権
的
な

も
の
に
改
組
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
に
よ
る
と
、
雑
多
な
連
邦
構
成
主
体
が
濫
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
市

場
経
済
の
ロ
ジ
ッ
ク
や
巨
大
な
国
家
の
合
理
的
統
治
に
矛
盾
す
る
と
い
う
。

も
っ
と
も
、
ほ
ぽ
同
様
な
動
機
か
ら
州
や
地
方
を
同
権
的
な
連
邦
構
成
主
体
に
し
て
い
く
こ
と
に
む
し
ろ
反
対
の
声
も
あ
り
、
シ
ャ

フ
ラ
イ
(
当
時
人
民
代
議
員
、
後
に
副
首
相
)
は
、
州
や
地
方
を
も
連
邦
の
同
権
的
構
成
主
体
と
し
て
い
く
こ
と
は
、
所
与
の
政
治

的
、
経
済
的
状
況
ゆ
え
に
「
連
邦
P

候
国
u

の
雪
崩
を
打
っ
た
よ
う
な
設
立
へ
の
道
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
崩
壊
へ
の
道
で
あ
る
」
と
述
べ

(
担
)

て
い
た
。
ま
た
、
シ
ャ
フ
ラ
イ
は
人
民
代
議
員
大
会
に
て
「
地
方
や
州
お
よ
び
共
和
国
の
同
権
的
地
位
と
い
う
連
邦
条
約
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
理
念
は
大
き
な
間
違
い
だ
と
思
う
。
共
和
国
は
民
族
国
家
で
あ
る
。
地
方
お
よ
び
州
に
は
、
共
和
国
と
同
等
な
社
会
・
経
済
的
、

財
政
的
権
限
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
地
方
お
よ
び
州
に
と
っ
て
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
八
八
の
最
高
会
議
や
八
八
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の
政
府
な
ど
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
連
邦
の
理
念
を
共
和
国
の
理
念
に
導
く
と
い
う
、
ば
か
げ
た
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と

(
辺
)

述
べ
て
い
る
。
八
八
と
い
う
数
は
、
共
和
国
や
自
治
州
、
自
治
管
区
、
地
方
、
州
、
二
大
都
市
(
モ
ス
ク
ワ
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
)
を
含
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む
数
で
あ
る
。
彼
は
連
邦
構
成
主
体
の
「
同
権
的
」
と
い
う
理
念
そ
れ
自
体
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
構
成
主
体

が
す
べ
て
「
共
和
国
化
」
す
る
こ
と
に
危
倶
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

53巻1号

「
条
約
的
連
邦
」
か
ら
「
憲
法
的
連
邦
」
?

ソ
連
解
体
後
、
ロ
シ
ア
の
国
家
構
造
を
定
め
る
た
め
の
政
治
的
懸
案
は
、
新
憲
法
の
制
定
と
新
連
邦
条
約
の
締
結
で
あ
っ
た
。
問
題

は
、
憲
法
と
連
邦
条
約
と
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
、
ソ
連
は
、
既
述
の
よ
う
に
形
態
か
ら
い
え
ば
一
九
二
二
年
に
「
ソ
連
結
成
条
約
」

に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
の
一
構
成
国
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
の
連
邦
制
は
、
ソ
連
結
成
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
条
約
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
一
九
一
八
年
の
「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
連
邦
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
憲
法
」
制
定
以
降
、
数
次
に
わ
た
っ
て
改
正
さ
れ
て

き
た
連
邦
お
よ
び
自
治
共
和
国
の
憲
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
そ
う
し
た
ロ
シ
ア
の
歴
史
的
背
景
に
照
ら
し
て
、
な
お
か

"'-'-
p.じ〉雑

つ
改
め
て
「
連
邦
条
約
」
を
結
び
直
す
こ
と
の
根
拠
が
問
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
旧
自
治
共
和
国
な
ど
が
主
権
宣
言

を
す
る
な
ど
し
て
、
ロ
シ
ア
の
国
家
体
制
自
体
が
流
動
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
旧
体
制
が
崩
壊
し
て
い
く
過
程
で
、
連
邦
権
力
と

共
和
国
や
行
政
領
土
体
の
権
力
と
の
間
の
権
限
の
分
配
の
あ
り
方
も
混
乱
を
き
わ
め
た
。

そ
う
し
た
流
動
的
状
況
の
下
で
、
ロ
シ
ア
が
、
「
条
約
的
連
邦
」
号
吉
宮

g
b官
、
与
さ
E
S
(
も
し
く
は
国
家
連
合
)
に
な
る
べ
き

な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
憲
法
的
連
邦
」
な
ま
た
言
芝

S
き
官
、
号
、
令
官
弘
吉
で
あ
る
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は
両
者
の
中
間
形
態
と
し
て
の

「
憲
法
的
・
条
約
的
連
邦
」
守
言
及

H
5
5
Sさ
'
位
。
ち
E
3
G官
、
弘
司
令
笠
宮
な
の
か
、
国
政
に
お
い
て
論
争
に
な
っ
て
い
っ
た
。

国
家
主
権
宣
言
を
な
し
た
第
一
回
ロ
シ
ア
人
民
代
議
員
大
会
後
、
ロ
シ
ア
最
高
会
議
幹
部
会
が
、
新
連
邦
条
約
策
定
の
た
め
に
決
定

を
出
し
て
い
問
。
そ
こ
で
は
、
将
来
の
連
邦
条
約
に
、
ロ
シ
ア
連
邦
制
度
の
基
本
原
則
に
関
す
る
宣
言
、
連
邦
と
連
邦
構
成
主
体
と
の

聞
の
二
国
間
お
よ
び
多
国
間
条
約
、
多
様
な
形
態
の
民
族
的
お
よ
び
地
域
的
構
成
体
の
復
興
、
改
組
お
よ
び
創
設
に
つ
い
て
の
条
約
を

含
む
と
さ
れ
た
。
ま
た
連
邦
条
約
起
草
作
業
の
た
め
の
、
連
邦
構
成
主
体
の
代
表
者
か
ら
な
る
連
邦
会
議
守
て
ミ
同
記
号
さ
な
と
も
創
設

且A

ナ法戸神



さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
点
で
は
、
将
来
の
連
邦
の
形
態
が
い
か
な
る
も
の
に
な
る
の
か
、
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
い
。

連
邦
条
約
に
つ
い
て
の
実
質
的
審
議
は
一
九
九
一
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
第
三
回
臨
時
ロ
シ
ア
人
民
代
議
員
大
会

に
お
い
て
始
ま
っ
た
。
当
時
ソ
連
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
た
め
、
ソ
連
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
も
審
議
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
論
点
を

ロ
シ
ア
の
連
邦
制
に
し
ぼ
る
と
、
「
主
権
」
に
こ
だ
わ
る
諸
共
和
国
の
動
向
、
諸
地
域
の
不
満
、
他
方
で
ロ
シ
ア
の
分
解
を
危
倶
す
る

(
担
)

意
見
が
入
り
乱
れ
、
調
印
に
向
け
た
作
業
は
難
航
し
て
い
た
。
パ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
出
身
の
あ
る
議
員
は
、
か
つ
て
は
共
和
国
の
「
主

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

権
」
を
援
護
し
つ
つ
も
今
ゃ
そ
う
で
な
く
な
っ
て
い
る
エ
リ
ツ
ィ
ン
最
高
会
議
議
長
(
当
時
)
の
「
変
節
」
を
議
場
に
お
い
て
名
指
し

(
お
)

で
批
判
し
て
い
た
。
同
人
民
代
議
員
大
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
決
定
「
ロ
シ
ア
の
民
族
国
家
建
設
の
基
本
原
則
(
連
邦
条
約
)
に
つ

い
て
」
は
、

ロ
シ
ア
の
国
家
主
権
宣
言
と
ロ
シ
ア
を
構
成
す
る
共
和
国
の
国
家
主
権
宣
言
の
双
方
に
言
及
し
、
自
治
州
、
自
治
管
区
、

州
お
よ
び
地
方
(
道
)

の
地
位
を
改
組
し
つ
つ
、

ロ
シ
ア
を
諸
民
族
の
同
権
原
則
、
自
発
的
統
合
、
多
民
族
ロ
シ
ア
の
一
体
性
の
維
持

に
基
づ
い
て
国
家
を
建
設
す
る
と
い
う
主
旨
を
打
ち
出
し
、

(
お
)

任
し
た
。

ロ
シ
ア
最
高
会
議
お
よ
び
連
邦
会
議
に
、
調
印
に
向
け
た
起
草
作
業
を
委

他
方
、
第
五
回
臨
時
人
民
代
議
員
大
会
(
一
九
九
一
年
一

月

で
は
、
新
憲
法
草
案
の
内
容
に
関
す
る
審
議
が
行
わ
れ
た
。
新
憲

法
草
案
に
関
す
る
基
調
報
告
を
行
っ
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
(
同
年
六
月
に
初
代
ロ
シ
ア
大
統
領
に
当
選
し
、
憲
法
委
員
会
議
長
を
、
兼

任
)
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
が
「
共
和
国
」
と
「
ゼ
ム
リ
」
認
さ
ロ
(
ロ
シ
ア
語
で
土
地
や
郷
土
と
い
う
意
味
)
と
い
う
構
成
主
体
か
ら
な

る
と
説
明
し
、
と
り
わ
け
後
者
は
従
来
の
州
や
地
方
が
基
礎
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
複
数
の
州
や
地
方
が
統
合
し
て
形
成
さ
れ
る
、

(
訂
)

と
し
た
。
「
共
和
国
」
と
「
ゼ
ム
リ
」
は
平
等
な
地
位
に
あ
る
と
い
う
。
連
邦
構
成
主
体
の
「
平
等
な
地
位
」
と
い
う
位
置
付
け
は
、

民
族
共
和
国
側
か
ら
み
る
と
「
主
権
」
の
否
定
と
し
て
も
映
り
、
民
族
共
和
国
出
身
の
議
員
は
反
発
し
た
。

(
お
)

そ
も
そ
も
憲
法
委
員
会
の
数
次
に
わ
た
る
憲
法
草
案
で
は
、
共
和
国
に
「
主
権
」
と
い
う
形
容
が
付
い
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
連

83 

邦
制
度
を
規
定
し
た
章
の
中
で
、
既
存
の
共
和
国
や
領
土
の
地
位
の
変
更
手
続
き
や
一
定
の
住
民
の
意
向
に
よ
る
新
た
な
共
和
国
の
形
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成
可
能
性
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
条
文
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
民
族
共
和
国
側
が
警
戒
し
た
。
少
な
か
ら
ぬ
民
族
共
和
国
で
、
タ

(
お
)

イ
ト
ル
民
族
が
人
口
比
率
の
面
で
は
過
半
数
を
下
回
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
タ
イ
ト
ル
民
族
が
多
数
派
で
あ
っ
て

も
、
少
数
派
が
分
離
運
動
や
帰
属
変
え
を
要
求
す
る
可
能
性
も
な
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
他
方
、
そ
の
当
時
施
行
さ
れ
て
い
た
旧
ロ

53巻1号

シ
ア
連
邦
憲
法
で
は
、
そ
の
第
八
O
条
で
、
共
和
国
、
自
治
州
・
自
治
管
区
、
地
方
・
州
に
関
し
て
、
「
(
そ
れ
ら
の
国
家
体
あ
る
い
は

(
必
)

領
土
体
の
)
同
意
な
し
に
は
領
土
は
変
更
さ
れ
得
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
憲
法
委
員
会
の
草

案
は
、
従
来
の
連
邦
構
造
の
流
動
化
を
予
兆
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
見
地
か
ら
み
る
と
、
民
族
共
和
国
は
、

一
連
の
主
権

宣
言
を
通
じ
て
頭
角
を
現
し
て
い
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
「
急
進
的
」
で
あ
っ
た
が
、
既
存
の
領
土
の
擁
護
お
よ
び
「
非
対
称
的
連

邦
」
の
維
持
と
い
う
意
味
で
は
「
保
守
的
」
で
あ
っ
た
。

固ま

ロ
シ
ア
の
連
邦
制
度
改
革
に
関
し
て
、
連
邦
条
約
起
草
者
の
論
理
と
憲
法
起
草
者
の
論
理
と
が
食
い
違
い
を
み
せ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
に
な
る
が
、
「
条
約
的
」
論
理
と
「
憲
法
的
」
論
理
と
の
違
い
で
あ
る
。
「
主
権
」
を
め
ぐ
る

当
時
、

雑
p--
ナ

意
見
対
立
が
、
そ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
た
。

法

そ
う
し
た
最
中
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
動
向
が
憲
法
裁
判
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
憲
法
裁
判
所
は
、

ロ
シ
ア
最
高
会
議
お
よ
び
ロ
シ
ア
人

戸

民
代
議
員
大
会
の
代
議
員
集
団
の
要
求
に
基
づ
き
、
前
述
し
た
タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
国
家
主
権
宣
言
お
よ
び
そ
の
後
の
タ
タ
ル
ス
タ
ン
で

神

採
択
さ
れ
た
共
和
国
憲
法
改
正
条
文
、
共
和
国
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
法
お
よ
び
共
和
国
の
国
家
的
地
位
を
問
う
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
施
行

に
関
す
る
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
最
高
会
議
の
決
定
と
、
当
時
の
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
と
の
適
合
性
を
審
査
し
た
。

一
九
九
二
年
三
月
一

三
日
の
判
決
(
決
定
)
は
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
国
家
主
権
宣
言
の
中
で
ロ
シ
ア
連
邦
法
に
対
し
て
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
法
の
優
位
を

う
た
っ
て
い
る
部
分
、
ま
た
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
が
条
約
に
基
づ
い
て
ソ
連
、
ロ
シ
ア
連
邦
や
他
の
共
和
国
と
関
係
を
形
成
す
る

と
宣
言
し
た
憲
法
改
正
条
文
(
こ
の
改
正
条
文
が
採
択
さ
れ
た
時
、
ま
だ
ソ
連
は
存
在
し
て
い
た
)
、
そ
し
て
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国

(
必
)

が
国
際
法
上
の
主
体
と
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
や
他
の
共
和
国
と
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
の
是
非
を
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
で
問
う
決
定
を
、
ロ



シ
ア
憲
法
に
違
反
す
る
と
判
断
し
た
。

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

ロ
シ
ア
憲
法
裁
判
所
は
、
「
主
権
」
の
援
用
そ
れ
自
体
を
否
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
が
ロ
シ
ア
連
邦
や
他
の

共
和
国
と
条
約
を
結
ぶ
こ
と
自
体
も
否
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
憲
法
裁
判
所
の
見
解
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
共
和
国
と
の
関
係

は
何
よ
り
も
憲
法
を
基
礎
と
し
て
確
立
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
枠
内
で
条
約
締
結
が
可
能
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
タ

タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
が
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
構
成
主
体
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
せ
ず
に
国
際
法
上
の
主
体
と
し
て
ロ
シ
ア
や
他
国
と
条
約

関
係
を
取
り
結
ぶ
と
い
う
、
本
来
の
意
味
で
の
「
主
権
国
家
」
的
な
自
己
規
定
は
、
一
方
的
に
国
家
体
制
の
変
更
を
意
味
す
る
か
ら
憲

法
違
反
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。

タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
が
国
際
法
上
の
主
権
国
家
と
し
て
他
の
諸
国
と
の
関
係
と
取
り
結
ぶ
と
い
う
位
置
付
け
に
関
し
て
、
ロ
シ
ア

憲
法
裁
判
所
は
国
連
の
社
会
権
規
約
や
自
由
権
規
約
|
|
ソ
連
は
一
九
七
三
年
に
批
准
|
|
等
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
人
民
の
自
決

ロ
シ
ア
憲
法
裁
判
所
は
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
動
向
を
、
他
な
ら
ぬ
「
人
民

権
」
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

の
自
決
権
」
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
位
置
付
け
た
上
で
、
し
か
も
既
存
国
家
の
領
土
的
一
体
性
や
国
家
の
統
一
性
と
い
う
他
方
の
原
則

を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
殺
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
憲
法
裁
判
所
の
判
決
が
出
た
直
後
に
タ
タ
ル
ス
タ
ン
で
行
わ
れ
た
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
で
は
、
有
権
者
の
八
二
%
が
投
票

(
必
)

し
、
そ
の
う
ち
六
一
%
が
「
タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
主
権
」
に
賛
成
し
た
。
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さ
ら
に
そ
の
直
後
の
一
九
九
二
年
三
月
二
二
日
に
、
よ
う
や
く
ロ
シ
ア
連
邦
の
構
成
主
体
(
共
和
国
、
地
方
、
州
、
モ
ス
ク
ワ
市
、

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
、
自
治
州
、
自
治
管
区
)
の
全
権
代
表
者
、
ロ
シ
ア
最
高
会
議
議
長
ハ
ズ
ブ
ラ
i
ト
フ
、
ロ
シ
ア
連
邦
大

統
領
エ
リ
ツ
ィ
ン
と
の
間
で
連
邦
条
約
が
調
印
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
第
六
回
人
民
代
議
員
大
会
は
連
邦
条
約
を
承
認
し

(
賛
成
八
四
八
、
反
対
一

O
、
保
留
四
O
)
、
そ
の
内
容
を
、
当
時
施
行
さ
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
に
含
め
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
連
邦
条
約
は
三
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
ま
ず
ロ
シ
ア
連
邦
と
ロ
シ
ア
連
邦
を
構
成
す
る
「
主
権
共
和
国
」
|
|
民
族
国
家
体
|
|
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と
の
問
の
権
限
区
分
条
約
、
次
に
ロ
シ
ア
連
邦
と
地
方
、
州
、
モ
ス
ク
ワ
・
サ
ン
ク
ト
ベ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
|
|
行
政
領
土
体
ー
ー
と
の

間
の
権
限
区
分
条
約
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
と
ロ
シ
ア
連
邦
を
構
成
す
る
自
治
州
お
よ
び
自
治
管
区
|
|
民
族
領
土
体
ー
ー
と
の
間
の

権
限
区
分
条
約
で
あ
る
。

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
に
由
来
す
る
「
非
対
称
的
連
邦
」
の
構
造
を
残
す
形
で
複
数
の
連
邦
条
約
が
結
ば
れ
、
民

族
共
和
国
に
は
「
主
権
」
と
い
う
冠
が
付
く
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
民
族
共
和
国
と
の
問
で
結
ぼ
れ
た
連
邦
条
約
を
み
て
も
、
連
邦

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

53巻l号

中
央
に
は
依
然
と
し
て
国
家
と
し
て
の
主
要
な
権
限
が
保
持
さ
れ
て
お
り
(
連
邦
憲
法
・
連
邦
法
遵
守
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
安
全
保
障

誌

な
ど
て
共
和
国
は
「
主
権
」
的
と
は
い
う
も
の
の
、
文
面
上
は
連
邦
中
央
の
管
轄
、
連
邦
中
央
と
共
和
国
と
の
共
同
管
轄
以
外
の
領

域
で
全
権
を
行
使
で
き
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
共
和
国
の
領
土
お
よ
び
地
位
は
、
そ
の
同
意
な
し
に
変
更
で
き
な
い
こ
と
、

共
和
国
は
憲
法
に
反
し
な
い
限
り
で
他
の
構
成
主
体
と
自
主
的
に
対
外
経
済
関
係
を
結
べ
る
こ
と
、
土
地
や
天
然
資
源
が
当
該
共
和
国

(
必
)

に
居
住
す
る
人
民
の
所
有
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
た
。
予
算
お
よ
び
税
制
に
つ
い
て
は
、
あ
い
ま
い
な
点
が
多
く
、
連
邦
と
連

邦
構
成
主
体
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
権
限
分
割
が
な
さ
れ
る
の
か
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

民
族
国
家
体
、
行
政
領
土
体
、
民
族
領
土
体
と
い
う
複
数
の
次
元
の
構
成
主
体
ご
と
に
連
邦
条
約
が
結
ぼ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
条
約
の
策
定
に
関
わ
っ
た
ア
ブ
ド
ウ
ラ
チ
l
ポ
フ
(
当
時
、
ロ
シ
ア
最
高
会
議
民
族
院
議
長
)
の
注
釈
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
連

邦
構
成
主
体
は
平
等
で
、
同
一
の
権
限
お
よ
び
義
務
を
有
す
る
の
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
過
去
の
伝
統
に
由
来
し
て
共
和
国
に
は
国
家

と
し
て
の
地
位
が
与
え
ら
れ
、
憲
法
お
よ
び
立
法
・
司
法
権
・
執
行
権
を
持
ち
、
固
有
の
民
族
国
家
的
な
シ
ン
ボ
ル
を
有
す
る
の
だ
と

(
必
)

い
う
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
は
「
憲
法
的
・
条
約
的
原
理
」
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
い
う
説
明
が
与
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、

雑
旦4
ナ1去戸神

連
邦
条
約
そ
れ
自
体
に
「
制
憲
的
」

R
Pミ
忌
ミ

wsyw85H凡
宮
内
ミ
な
性
質
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
連
邦
条
約
は
ロ
シ
ア
国
家
創
設
の

(
必
)

条
約
で
も
な
い
と
い
う
。

な
お
、
こ
の
連
邦
条
約
に
タ
タ
ル
ス
タ
ン
と
チ
ェ
チ
ェ
ン
は
参
加
し
な
か
っ
た
。



九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
と
連
邦
制

ロ
シ
ア
が
国
家
主
権
宣
言
を
な
し
た
後
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
改
革
派
の
象
徴
で
あ
っ
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
か
つ
て
は
ロ
シ
ア
最
高
会

議
議
長
で
あ
り
、
憲
法
委
員
会
議
長
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

一
九
九
一
年
三
月
に
ロ
シ
ア
に
お
け
る
大
統
領
制
導
入
が
レ
フ
ェ
レ
ン

ダ
ム
で
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
ロ
シ
ア
初
代
大
統
領
に
就
任
し
て
か
ら
、
保
守
派
が
二
疋
の
割
合
を
占
め
る
議
会
(
最
高

会
議
)
と
執
行
権
力
と
し
て
の
大
統
領
が
日
増
し
に
対
立
を
深
め
て
い
っ
た
。

議
会
側
(
議
長
、
ハ
ズ
ブ
ラ

i
ト
フ
)
と
対
立
し
て
い
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
独
自
に
憲
法
協
議
会
を
組
織
し
、
強
大
な
大
統

領
権
力
を
可
能
に
す
る
憲
法
草
案
を
作
成
し
て
い
た
。
一
九
九
三
年
六
月
に
公
表
さ
れ
た
憲
法
協
議
会
の
憲
法
草
案
は
、
二
部
構
成

(
泊
四
)

で
、
第
二
部
は
一
九
九
二
年
三
月
に
調
印
さ
れ
た
三
つ
の
連
邦
条
約
か
ら
成
っ
て
お
り
、
第
一
部
の
総
則
の
と
こ
ろ
で
は
、
ロ
シ
ア
連

邦
が
「
憲
法
お
よ
び
そ
の
不
可
分
を
な
す
連
邦
条
約
を
基
礎
と
し
て
連
邦
構
成
主
体
を
統
合
し
た
」
国
家
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か

し
第
一
部
の
連
邦
制
に
関
す
る
規
定
で
は
共
和
国
に
関
し
て
、
も
は
や
「
主
権
」
と
い
う
用
語
は
姿
を
消
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
「
非

対
称
的
連
邦
」
を
同
権
的
な
連
邦
構
成
主
体
に
収
束
さ
せ
る
目
的
が
あ
っ
た
。
共
和
国
、
地
方
、
州
、
連
邦
的
意
義
を
有
す
る
都
市

(
モ
ス
ク
ワ
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
)
、
自
治
州
、
自
治
管
区
と
い
う
連
邦
構
成
主
体
は
、
「
自
治
的
な
領
土
体
」
と
一
般
的
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
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エ
リ
ツ
ィ
ン
は
八
九
の
連
邦
構
成
主
体
の
指
導
者
を
集
め
て
連
邦
会
議

h
ミ
ミ
忠
号
S
E九
の
創
設
を
提
案
し
、
そ
れ
を
将
来
の
上
院
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
共
和
国
の
指

導
者
達
は
、
連
邦
構
成
主
体
の
平
等
性
と
い
う
提
案
に
つ
い
て
、
共
和
国
の
地
位
の
低
下
を
読
み
取
り
、
危
慎
を
抱
い
た
。

エ
リ
ツ
ィ
ン
が
打
開
策
と
し
て
と
っ
た
方
法
は
、
敵
対
す
る
ロ
シ
ア
最
高
会
議
の
活
動
を
超
法
規
的
に
停
止
し
、
抵
抗
す
る
議
会
を

武
力
で
解
散
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
(
九
三
年
九
月
l

十
月
)
。
そ
の
時
の
大
統
領
令
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
段
階
的
憲
法
改
革
」
に

よ
っ
て
、
同
年
十
二
月
二
一
日
に
新
憲
法
草
案
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
を
施
行
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

地
方
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と
り
つ
け
る
た
め
に
、
そ
の
後
、
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レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
か
け
ら
れ
る
新
憲
法
最
終
草
案
で
は
、
「
主
権
」
の
み
な
ら
ず
九
一
年
三
月
の
連
邦
条
約
が
姿
を
消
し
て
お

り
、
経
過
規
定
に
お
い
て
、
連
邦
条
約
が
「
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
の
規
定
に
適
合
し
な
い
場
合
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
の
規
定
を
施
行
す

る
」
と
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
憲
法
草
案
は
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
(
し
か
し
投
票
率
、
賛
成
率
も
さ
ほ
ど

(
必
)

高
く
な
か
っ
た
)
。
か
く
て
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
が
組
織
し
た
憲
法
協
議
会
に
お
い
て
も
、
当
初
、
憲
法
と
連
邦
条
約
が
互
角
の
位

置
を
し
め
て
い
た
の
が
、
最
終
的
に
、
憲
法
の
側
が
優
位
に
立
つ
こ
と
に
な
り
、
連
邦
条
約
は
、
事
実
上
「
死
文
化
」
し
た
。
「
死
文

化
」
し
た
と
い
っ
て
も
、
連
邦
条
約
で
規
定
さ
れ
て
い
た
内
容
が
無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
連
邦
と
連
邦
構

成
主
体
と
の
間
の
権
限
区
分
に
関
す
る
類
似
の
規
定
が
、
九
三
年
憲
法
の
第
三
章
「
連
邦
構
造
」
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
権
限
区
分
に
関
し
て
は
、
連
邦
条
約
が
連
邦
構
成
主
体
ご
と
に
三
つ
の
条
約
か
ら
成
っ
て
い
た
の
に
比
し
て
、
九
三
年
憲
法
で
は
、

共
和
国
、
地
方
、
州
、
連
邦
的
意
義
を
有
す
る
都
市
、
自
治
州
、
自
治
管
区
と
い
っ
た
違
い
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
が
一
括

し
て
ロ
シ
ア
連
邦
の
「
同
権
的
構
成
主
体
」
(
第
五
条
)
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
う
え
で
、
規
定
さ
れ
て
い
る
(
第
七
一
・
七
二
・
七
三

53巻1号ヨ寸一

日，c.'雑学

久
木
)
。

法

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
連
邦
条
約
は
正
式
に
「
失
効
」
し
た
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、
九
三
年
憲
法
の
当
初
の
草
案
に
あ
っ
た

戸

「
(
憲
法
と
)
不
可
分
を
な
す
連
邦
条
約
」
と
い
う
位
置
付
け
は
後
退
し
、
不
可
分
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
二
次
的
な
、
あ
る
時
代
を
画

す
る
政
治
的
文
書
と
し
て
後
景
に
退
い
て
い
っ
た
と
言
え
る
口

神

十
月
政
変
か
ら
九
三
年
憲
法
採
択
ま
で
の
聞
に
、
地
方
で
は
連
邦
制
に
関
す
る
重
要
な
出
来
事
も
起
こ
っ
た
。
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス

ク
州
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
よ
る
「
ウ
ラ
ル
共
和
国
」
官
一
言
も
、
こ
の
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
は
近
隣
の
諸
州
を
含
め
た
「
拡
大
ウ
ラ
ル

共
和
国
」
構
想
も
あ
っ
た
が
、
連
邦
中
央
が
個
別
の
交
渉
に
乗
り
出
し
て
頓
挫
し
た
た
め
、
ス
ヴ
エ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
州
が
単
独
で
「
ウ

ラ
ル
共
和
国
」
を
宣
言
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
ウ
ラ
ル
共
和
国
」
官
ゴ
一
百
(
お
よ
び
そ
れ
に
対
応
す
る
ウ
ラ
ル
共
和
国
憲
法
の
採

択
)
に
関
し
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
府
の
ニ
コ
ラ
イ
・
メ
ド
ベ

i
ジ
ェ
フ
が
新
聞
紙
上
で
い
く
つ
か
の
見
地
を
明
ら
か
に
し
て
い
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た
。
ま
ず
、
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
州
の
指
導
者
達
が
、
自
由
な
経
済
的
発
展
お
よ
び
連
邦
構
成
主
体
に
よ
る
同
等
な
税
負
担
と
い
う

理
念
を
主
張
す
る
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
が
、
法
的
に
は
州
が
「
共
和
国
」
の
形
態
や
憲
法
を
有
す
る
権
限
、
ま
た
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ

ム
で
そ
れ
ら
に
つ
い
て
問
う
権
限
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
の
打
開
は
何
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
メ
ド

ベ
l
ジ
ェ
フ
は
、
出
口
は
一
つ
で
、
ロ
シ
ア
連
邦
を
構
成
す
る
民
族
共
和
国
が
主
権
を
断
念
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
ま
た
、
主
権
と
は

国
際
法
上
の
主
体
の
み
を
意
味
し
、
そ
れ
が
あ
る
の
は
ロ
シ
ア
国
家
だ
け
で
、
「
一
二
八
の
エ
ト
ノ
ス
」
が
存
在
す
る
ロ
シ
ア
に
お
い

て
各
民
族
・
人
民
が
主
権
や
自
決
権
を
援
用
す
る
こ
と
を
「
古
典
的
な
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
的
・
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
伝
統
の
精
神
」
と
批
判

(
切
)

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
元
々
、
行
政
領
土
体
に
過
ぎ
な
か
っ
た
地
域
で
の
「
共
和
国
」
宣
言
の
よ
う
な
動
向
が
批
判
的
に
み
ら

れ
、
そ
の
返
す
万
で
民
族
共
和
国
の
「
主
権
」
が
批
判
さ
れ
て
い
た
。

他
方
、
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
州
の
あ
る
法
学
者
が
、
ロ
シ
ア
の
連
邦
制
に
と
っ
て
、
民
族
的
フ
ァ
ク
タ
ー
の
み
な
ら
ず
経
済
的

フ
ァ
ク
タ
ー
が
重
要
で
、
地
方
や
州
を
国
家
体
に
改
組
し
て
い
く
た
め
に
財
政
的
な
自
主
性
を
主
張
す
る
ケ
l
ス
も
あ
っ
た
。

な
お
、
翌
月
九
日
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
同
州
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
解
散
し
、
州
知
事
も
解
任
し
た
。
も
っ
と
も
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
「
ウ
ラ
ル

共
和
国
」
を
承
認
し
な
か
っ
た
の
は
、
直
後
に
控
え
て
い
た
新
憲
法
草
案
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
既
存
の
民
族
共

(
弱
)

和
国
を
刺
激
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
説
も
あ
っ
た
。
新
憲
法
制
定
作
業
が
、
長
ら
く
、
州
な
ど
の
諸
地
域
と
民
族
共
和
国

の
両
者
か
ら
板
ば
さ
み
に
あ
っ
て
き
た
た
め
、
採
択
さ
れ
た
九
三
年
憲
法
に
お
い
て
、
「
非
対
称
的
」
な
構
成
主
体
を
残
し
た
の
は
民

族
共
和
国
へ
の
譲
歩
で
あ
る
と
も
い
え
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
連
邦
構
成
主
体
が
「
同
権
」
で
あ
る
と
し
た
の
は
、
州
や
地
方

の
意
向
を
汲
ん
だ
の
だ
と
い
え
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
際
し
て
、
共
和
国
レ
ベ
ル
で
は
概
し
て
新
憲
法
草
案
の
人
気
は
低
か
っ
た
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
や
タ
タ

ル
ス
タ
ン
は
新
憲
法
の
正
統
性
を
承
認
し
な
か
っ
た
。
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連
邦
構
成
共
和
国
憲
法
と
「
主
権
」

九
三
年
憲
法
に
お
け
る
「
主
権
」
と
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
主
権
(
主
権
の
担
い
手
は
「
多
民
族
か
ら
な
る
人
民
乙
で
あ
り
、
ロ
シ

ア
連
邦
の
憲
法
お
よ
び
法
律
が
全
土
で
最
高
性
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
た
(
第
四
条
)
。
問
題
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
と
連
邦
構
成
共

和
国
の
憲
法
と
の
関
係
で
あ
る
。
九
三
年
憲
法
体
制
に
お
い
て
も
共
和
国
は
独
自
の
憲
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
(
第
六
六
条
一

項
)
、
そ
れ
は
連
邦
憲
法
お
よ
び
連
邦
法
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
第
七
二
条
一
項
)
。
九
三
年
憲
法
採
択
直
後
か
ら
約
一

(
臼
)

年
の
聞
に
い
く
つ
か
の
共
和
国
で
新
憲
法
採
択
が
相
次
い
だ
。
し
か
し
、
ソ
連
解
体
後
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
、
サ
ハ
H
ヤ
ク
l
ト
共

和
国
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
共
和
国
で
は
、
九
三
年
憲
法
が
採
択
さ
れ
る
以
前
に
共
和
国
憲
法
が
新
た
に
採
択
さ
れ
て

(
民
)

い
る
。
い
ず
れ
の
共
和
国
憲
法
で
も
、
近
代
的
な
人
権
原
理
や
権
力
分
立
原
理
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
「
主
権
」

を
め
ぐ
る
問
題
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
、
「
民
族
自
決
権
」
な
ど
を
争
点
に
す
る
(
以
下
、
当
時
の
共
和
国
憲
法
の
条
文
の
出
典
は
、

特
に
注
を
付
さ
な
い
場
合
に
は
同
S
ミ
言
亘
弘
之
屯
忌
淳
て
き
さ
で
内
同
g
h
t民
ミ
同
記
号
、
ね
な
R

忌
。
喜
界
号
E
S
Sさて
u
ミ
ミ
守
b
u
~
u
u
u・

/
『
ロ
シ
ア
連
邦
構
成
共
和
国
憲
法
資
料
集
』
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
九
五
年
、
か
ら
の
も
の
と
す
る
)
。

例
え
ば
サ
ハ
H
ヤ
ク
l
ト
共
和
国
で
憲
法
草
案
が
公
表
さ
れ
て
審
議
が
進
ん
で
い
た
時
、
ロ
シ
ア
人
民
代
議
員
大
会
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
憲
法
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の

L
・
マ
ム
!
ト
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
を
構
成
す
る
共
和
国
が
、
連
邦
憲
法
が
採
択
さ
れ
る
前
に
、
共

和
国
憲
法
の
準
備
作
業
を
強
化
し
採
択
す
る
の
は
政
治
的
に
も
法
的
に
も
受
け
入
れ
が
た
い
と
批
判
し
て
い
た
。
な
お
か
つ
、
サ
ハ
H

ヤ
ク
!
ト
共
和
国
憲
法
の
草
案
に
お
い
て
共
和
国
の
「
主
権
」
、
「
国
家
主
権
」
と
い
う
用
語
が
頻
繁
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

マ
ム
l
ト
は
、
主
権
的
な
連
邦
国
家
と
し
て
の
ロ
シ
ア
国
家
体
制
の
枠
内
で
他
の
政
治
的
主
権
形
成
体
が
存
在
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

(
白
山
)

あ
る
と
し
て
い
た
。

53巻1号誌雑
且ム

ナ法戸神

共
和
国
憲
法
が
自
己
の
「
主
権
」
「
国
家
主
権
」
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
九
O
年
以
降
の
一
連
の
主
権
宣
言
の
流
れ
を
み
れ
ば
自
然
な

こ
と
で
も
あ
り
、
九
二
年
三
月
の
連
邦
条
約
に
お
い
て
も
共
和
国
に
は
「
主
権
」
と
い
う
冠
が
付
い
て
い
た
。
共
和
国
の
「
主
権
」
と



い
っ
て
も
、
そ
の
用
語
に
託
さ
れ
る
思
惑
は
様
々
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
象
徴
的
な
域
を
出
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
サ
ハ
H

ヤ

ク
l
ト
共
和
国
憲
法
草
案
の
段
階
で
は
、
「
国
際
法
の
主
体
」
と
い
う
自
己
規
定
が
な
さ
れ
、
「
ロ
シ
ア
連
邦
か
ら
の
脱
退
権
」
と
い
う

規
定
ま
で
も
現
れ
て
お
り
、
文
面
上
、
か
な
り
強
度
な
主
権
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
マ
ム

l
ト
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ

て
い
る
。

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

(
白
山
)

も
っ
と
も
、
実
際
に
採
択
さ
れ
た
サ
ハ

H
ヤ
ク
i
ト
共
和
国
憲
法
で
は
、
「
ロ
シ
ア
連
邦
か
ら
の
脱
退
権
」
は
姿
を
消
し
て
お
り
、

「
国
際
法
の
主
体
」
と
い
う
表
現
も
緩
ん
で
、
「
国
際
関
係
お
よ
び
対
外
経
済
関
係
の
自
主
的
参
加
者
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

(
第
九
条
)
。
し
か
し
肝
心
の
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
自
発
性
と
同
権
原
則
に
よ
り
つ
つ
連
邦
条
約
を
基
礎
と
す
る
ロ

シ
ア
連
邦
構
成
主
体
」
(
第
八
条
)
と
い
う
形
で
条
約
的
原
理
に
こ
だ
わ
り
を
み
せ
て
い
る
(
こ
の
憲
法
が
採
択
さ
れ
た
時
期
と
連
邦

条
約
が
調
印
さ
れ
た
時
期
と
が
重
な
る
の
で
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
が
)
。

共
和
国
憲
法
に
お
け
る
「
主
権
」
規
定
に
つ
い
て
、
い
っ
そ
う
急
進
的
で
あ
っ
た
の
は
、
再
三
言
及
し
て
き
た
タ
タ
ル
ス
タ
ン
で
あ

る
。
九
二
年
一
一
月
に
採
択
さ
れ
た
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
で
際
立
っ
た
の
は
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
が
自
主
的
に
そ
の
国
家
的
・
法

的
地
位
を
決
定
す
る
こ
と
、
国
際
的
義
務
と
矛
盾
し
な
い
限
り
タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
法
律
が
領
土
内
で
最
高
性
を
有
す
る
こ
と
、
タ
タ
ル

ス
タ
ン
が
国
際
法
的
主
体
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
に
関
し
て
は
相
互
の
権
限
委
譲
に
つ
い
て
の
条
約
を
も
と
に
結
合
す
る

」
と
、
と
い
っ
た
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る

(
傍
点
は
筆
者
強
調
)
。

タ
タ
ル
ス
タ
ン
が
そ
の
国
家
的
・
法
的
地
位
を
「
自
主
的
L

に
決
定
す
る
と
い
う
の
は
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
「
自
決
権
」
の
論
理
に

(
四
国
)

ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
の
論
理
で
は
共
和
国
な
ど
の
地
位
は
「
自
主
的
」
に
決
定
で
き
な
い
。
タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
法

律
の
「
最
高
性
」
に
つ
い
て
も
、
連
邦
法
と
の
関
係
が
前
提
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
国
際
法
的
主
体
」
と
し
て
の
タ
タ
ル
ス
タ
ン
と
ロ

シ
ア
連
邦
と
の
関
係
は
垂
直
的
な
も
の
で
は
な
く
て
水
平
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
か
っ
こ
れ
ら
は
、
前
述
し
た
憲
法
裁
判
所

も
か
な
っ
て
い
る
が
、
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の
判
決
や
タ
タ
ル
ス
タ
ン
に
お
け
る
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
、
そ
し
て
連
邦
条
約
不
参
加
を
経
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
、
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タ
タ
ル
ス
タ
ン
で
は
ソ
連
解
体
後
に
結
成
さ
れ
た
独
立
国
家
共
同
体
C
I
S
に
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
並
ん
で
加
盟
し
よ
う
と
い
う

(
卸
)

見
解
も
広
が
っ
て
い
た
。

ト
ゥ
ヴ
ァ
共
和
国
の
憲
法
は
、
「
ロ
シ
ア
を
構
成
す
る
主
権
的
民
主
国
家
」
と
自
己
規
定
し
た
が
、
こ
れ
は
タ
タ
ル
ス
タ
ン
に
比
べ

れ
ば
比
較
的
穏
当
と
し
て
・
も
、
同
時
に
「
ト
ゥ
ヴ
ァ
共
和
国
の
全
人
民
投
票
に
よ
っ
て
自
決
お
よ
び
ロ
シ
ア
連
邦
か
ら
脱
退
す
る
権
利

を
持
つ
」
と
第
一
条
で
規
定
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
も
連
邦
条
約
を
基
礎
に
す
る
と
規
定
さ
れ
た
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
は
、
九
一

53巻1号

年
一
一
月
一
日
に
完
全
独
立
を
宣
言
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
後
採
択
さ
れ
た
共
和
国
憲
法
の
中
に
、
も
は
や
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
に

言
及
す
る
規
定
は
一
切
出
て
こ
な
い
の
で
あ
り
、
わ
ず
か
憲
法
施
行
規
則
の
中
に
「
ソ
連
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
法
律
、
ま
た
そ
の
他
の
規

範
的
法
令
は
、
そ
れ
が
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
憲
法
に
矛
盾
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
領
土
で
有
効
性
を
持
ち
続
け
る
」
と
あ
る
の
み
で

誌

あ
る
。

雑

以
上
は
、
九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
が
採
択
さ
れ
る
前
の
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
九
三
年
憲
法
が
採
択
さ
れ
た
後
に
い
く
つ
か
の
共

和
国
で
採
択
さ
れ
て
い
っ
た
共
和
国
憲
法
も
「
主
権
」
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
続
け
て
い
る
。

九
三
年
憲
法
採
択
直
後
に
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
で
採
択
さ
れ
た
害
ω
法
に
お
い
て
、
パ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
の
「
国
家
主
権
」
概

品ι
ナ法戸

念
は
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
と
近
似
性
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
パ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
は
自
発
的
か
つ
同
権
的
に
ロ
シ
ア

神

連
邦
に
加
入
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
二
国
間
条
約
で
規
定
さ
れ
る
と
い
う
(
第
五
条
お
よ
び
第
七
O
条
)
。
ま
た
ロ
シ
ア
連
邦
の

法
律
の
効
力
は
、
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
が
自
発
的
に
ロ
シ
ア
連
邦
の
管
轄
に
委
譲
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
義
務
的
で
あ
る
が
、

そ
の
他
は
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
の
憲
法
お
よ
び
法
律
が
最
高
性
を
も
っ
と
い
う
(
第
四
条
お
よ
び
第
一
条
)
。
九
三
年
ロ
シ
ア

連
邦
憲
法
が
「
上
か
ら
」
組
織
さ
れ
る
連
邦
制
原
則
の
下
で
連
邦
法
の
最
高
性
を
う
た
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
、
共
和
国

が
自
発
的
に
連
邦
に
委
譲
し
な
い
領
域
で
は
共
和
国
法
が
最
高
性
を
有
す
る
と
い
う
「
下
か
ら
」
の
論
理
が
垣
間
見
え
、
両
者
の
論
理

は
括
抗
し
て
い
る
。
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コ
ミ
共
和
国
や
ブ
リ
ヤ
l
ト
共
和
国
の
憲
法
は
、
や
は
り
共
和
国
の
「
主
権
」
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲

法
の
論
理
を
汲
ん
で
い
る
。
コ
ミ
共
和
国
憲
法
に
お
い
て
、
コ
ミ
共
和
国
の
地
位
は
共
和
国
憲
法
お
よ
び
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
(
第
六
一
条
)
、
ブ
リ
ヤ
l
ト
共
和
国
憲
法
に
関
し
て
は
、
同
様
な
規
定
の
他
、
ブ
リ
ヤ
l
ト
共
和
国
と
ロ
シ
ア

連
邦
と
の
関
係
が
「
憲
法
的
・
条
約
的
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
(
第
六
O
条
二
項
)
。
イ
ン
グ

i
シ
共
和
国
、
ダ
ゲ
ス
タ
ン
共
和
国
、

北
オ
セ
チ
ア
共
和
国
憲
法
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
尊
重
す
る

の
み
な
ら
ず
、
九
三
年
憲
法
で
は
後
景
に
退
い
た
か
に
見
え
る
連
邦
条
約
に
も
、
重
き
を
置
い
て
い
る
。
共
和
国
新
憲
法
制
定
に
お
い

て
「
主
権
」
と
い
う
文
言
を
憲
法
に
持
ち
出
さ
な
か
っ
た
の
が
カ
ル
ム
ィ
ク
共
和
国
の
憲
法
は
、
前
文
で
は
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
国
家
的

一
体
性
の
維
持
」
に
言
及
し
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
同
権
的
な
連
邦
構
成
主
体
」
と
規
定
す
る
に
と
ど
ま
り
(
第

一
条
)
、
九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
の
枠
内
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
制
定
に
前
後
し
た
い
く
つ
か
の
共
和
国
憲
法
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦

憲
法
制
定
以
前
の
ほ
う
が
、
「
主
権
」
に
託
す
強
度
が
高
か
っ
た
傾
向
が
見
出
さ
れ
得
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
単
に
時
系
列
的
問
題
の

み
な
ら
ず
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
や
パ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
は
比
較
的
人
口
が
多
く
経
済
力
や
資
源
の
点
で
勝
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る

だ
ろ
う
。
一
九
八
九
年
の
国
勢
調
査
の
時
点
で
の
タ
タ
ル
ス
タ
ン
の
人
口
は
約
三
六
四
万
人
で
、
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
が
約
三
九
四
万

人
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
コ
ミ
共
和
国
は
約
一
二
五
万
人
、
北
オ
セ
チ
ア
共
和
国
は
約
六
三
万
人
、
カ
ル
ム
ィ
ク
共
和
国
は
約
三
二

万
人
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
人
口
数
が
少
な
け
れ
ば
国
家
や
民
族
の
独
立
心
が
弱
ま
る
と
い
う
こ
と
を

必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
は
人
口
百
万
に
満
た
な
い
が
独
立
闘
争
や
そ
れ
へ
の
ロ
シ
ア
の
介
入
は
凄
惨
を
き
わ
め
て
き

た
。
ソ
連
か
ら
独
立
し
た
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
は
、
独
立
当
時
の
人
口
が
約
一
五
六
万
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ロ
シ
ア
内
の
旧
自
治

共
和
国
だ
っ
た
タ
タ
ル
ス
タ
ン
や
パ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
よ
り
も
、
は
る
か
に
少
な
い

(
も
と
よ
り
タ
タ
ル
ス
タ
ン
な
ど
は
、
か
つ
て
の
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ラ
ト
ヴ
ィ
ア
や
エ
ス
ト
ニ
ア
、

ア
ル
メ
ニ
ア
な
ど
よ
り
人
口
数
が
多
い
の
に
な
ぜ
自
治
共
和
国
の
地
位
に
甘
ん
じ
て
い
た
の
か
と
い
う
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不
満
を
持
っ
て
い
た
)
。

53巻 I号

い
ず
れ
に
せ
よ
、
九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
で
は
、
連
邦
制
度
に
関
す
る
条
約
的
論
理
や
共
和
国
の
「
主
権
」
的
位
置
付
け
が
後
景

に
退
い
て
い
き
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
主
権
の
下
で
の
憲
法
的
な
連
邦
と
い
う
位
置
付
け
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
が
、
一
部
の
有
力
な
連
邦

構
成
共
和
国
で
は
、
む
し
ろ
そ
れ
に
措
抗
す
る
動
き
が
み
ら
れ
(
「
国
際
法
的
主
体
」
や
国
家
連
合
的
指
向
な
ど
て
ま
た
、
そ
う
で
な

く
て
も
「
主
権
」
や
条
約
的
論
理
へ
の
こ
だ
わ
り
が
共
和
国
レ
ベ
ル
で
は
根
強
か
っ
た
と
言
え
る
。

九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
制
定
期
に
お
い
て
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
や
チ
ェ
チ
ェ
ン
、
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
な
ど
は
、
事
実
上
、
独
立
国

家
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
概
し
て
、
連
邦
憲
法
や
連
邦
法
と
共
和
国
憲
法
や
共
和
国
法
と
の
間
の
祖
師
も
目
立
っ

た
。
ソ
連
時
代
に
は
、
憲
法
と
は
「
獲
得
さ
れ
た
も
の
の
記
録
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
九

誌

三
年
憲
法
に
お
け
る
連
邦
制
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
「
い
ま
だ
獲
得
さ
れ
ざ
る
も
の
の
記
録
」
と
い
う
意
味
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
あ
っ

雑

た。

旦A

ナ

し
か
し
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
も
あ
る
種
の
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ス
ト
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
九
三
年
憲
法
制
定
後
、
か
つ
て
の
連
邦
条
約
が
後
景

法

に
退
い
た
と
思
わ
れ
た
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
、
今
度
は
タ
タ
ル
ス
タ
ン
と
二
国
間
の
権
限
区
分
条
約
を
結
び
直
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
タ

戸

タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
の
「
国
際
法
的
主
体
性
」
な
ど
を
承
認
し
た
も
の
で
は
な
く
、
内
容
も
九
二
年
三
月
の
連
邦
条
約
と
さ
ほ
ど
変
わ

神

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
九
二
年
三
月
の
連
邦
条
約
(
ロ
シ
ア
連
邦
と
共
和
国
と
の
間
の
条
約
)
が
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
管
轄
、
ロ

シ
ア
連
邦
と
そ
れ
を
構
成
す
る
共
和
国
と
の
共
同
管
轄
、
そ
れ
以
外
の
共
和
国
の
管
轄
と
い
う
順
番
で
規
定
さ
れ
て
い
た
の
と
反
対

に
、
今
度
は
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
管
轄
か
ら
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
共
和
国
の
予
算
権
、
課
税
権
の
他
、
連
邦

管
轄
以
外
の
共
和
国
財
産
(
天
然
資
源
、
企
業
な
ど
)
の
所
有
、
利
用
お
よ
び
処
分
権
、
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
に
反
し
な
い
限
り
で
の
国

(
印
)

際
関
係
へ
の
参
画
、
国
立
銀
行
の
創
設
な
ど
が
列
挙
さ
れ
た
。
九
二
年
三
月
の
連
邦
条
約
に
比
べ
る
と
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
形
で
の
共

和
国
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
二
者
間
の
交
渉
に
よ
っ
て
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
と
ロ
シ
ア
連
邦
は
、
歩
み
寄
る
こ



と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

九
三
年
憲
法
で
は
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
国
家
権
力
機
関
と
ロ
シ
ア
連
邦
の
構
成
主
体
の
国
家
権
力
機
関
の
あ
い
だ
の
管
轄
事
項
お
よ
び

権
限
区
分
は
、
本
憲
法
、
管
轄
事
項
お
よ
び
権
限
区
分
に
関
す
る
連
邦
条
約
な
ら
び
に
そ
の
他
の
条
約
に
よ
っ
て
行
う
」
と
あ
る
(
第

一
一
条
三
項
)
。
こ
れ
は
共
和
国
の
主
権
を
前
提
と
し
た
条
約
に
よ
る
連
邦
と
い
う
、
か
つ
て
の
論
争
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
翼
を
意
味

現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

す
る
の
で
は
な
く
、
九
三
年
憲
法
を
前
提
と
し
た
権
限
区
分
条
約
を
、
連
邦
構
成
主
体
と
の
間
で
結
び
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
生
じ
て
き
た
連
邦
と
連
邦
構
成
主
体
と
の
聞
の
綻
び
ゃ
矛
盾
に
対
し
て
、
個
別
の
権
限
区
分
条
約
と
い
う
形
で
、

ア
ド
ホ
ッ
ク
に
、
現
実
政
治
的
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
対

抗
し
て
い
る
時
期
に
は
、
ロ
シ
ア
内
の
共
和
国
(
旧
自
治
共
和
国
)

の
主
権
に
テ
コ
入
れ
す
る
こ
と
も
で
き
た
が
、

ソ
連
解
体
後
、
そ

れ
に
つ
い
て
の
後
始
末
に
追
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
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連
邦
構
成
共
和
国
憲
法
と
「
民
族
自
決
権
」

次
に
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
ロ
シ
ア
の
連
邦
制
を
彩
る
「
民
族
自
決
権
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
連
邦
構
成
共
和
国
に
お
け
る
内
部
の
権
力

編
成
の
問
題
で
あ
る
。
ソ
連
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
時
代
か
ら
「
主
権
」
と
並
ん
で
「
民
族
自
決
権
」
と
い
う
H

神
学
的
u

用
語
が
一
人

歩
き
し
て
い
た
状
況
は
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
だ
が
、
ロ
シ
ア
の
連
邦
条
約
や
九
三
年
憲
法
の
前
文
で
も
、
や
は
り
「
諸
民
族
の
自
決

権
」
と
い
う
用
語
が
宣
言
的
文
言
と
し
て
登
場
す
る
。
ロ
シ
ア
の
各
種
政
治
的
、
法
的
文
書
に
お
い
て
、
「
民
族
自
決
権
」
は
頻
出
す

る
が
、
そ
れ
が
法
的
に
厳
密
に
定
義
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
人
民
や
国
民
の
意
思
と
い
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
国
会
の
議
決
や
レ

フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
と
し
て
、
間
接
的
・
直
接
的
民
主
主
義
の
手
続
き
的
形
態
を
経
て
法
的
に
集
約
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
あ
る
が
、

「
民
族
自
決
権
」
に
関
し
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
例
え
ば
民
族
共
和
国
の
存
在
が
あ
る
種
の
「
民
族
自
決

権
」
の
形
態
だ
と
い
う
こ
と
や
、
母
語
教
育
や
民
族
文
化
維
持
・
発
展
の
た
め
の
民
族
文
化
団
体
の
教
育
自
治
や
言
語
自
治
な
ど
も
あ
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る
種
の
「
民
族
自
決
権
」
だ
と
い
う
仕
方
で
説
明
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
個
人
的
権
利
や
集
団
的
権
利
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
ま
た
、

「
民
族
自
決
権
」
行
使
が
他
の
民
族
住
民
の
権
利
を
侵
害
し
、
極
端
な
場
合
、
内
戦
や
「
民
族
浄
化
」
に
行
き
着
く
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懐
疑
も
、
従
来
、
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
で
、
「
民
族
自
決
権
」
の
可
能
性
と
は
、
同
時
に

そ
の
不
可
能
性
と
表
裏
一
体
で
も
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
語
で
は
、
「
民
族
自
決
権
」
の
「
民
族
」
に
あ
た
る
語
に
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
し
て
の
意
味
が
強
い

「ナ
l
ツ
ィ
ヤ
」
(
ネ
l
シ
ョ
ン
)
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
同
時
に
「
人
民
」
と
い
う
意
味
に
近
い
「
ナ
ロ

l
ド
」
(
ピ
!
プ

ル
)
も
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
「
ナ
ロ

i
ド
」
が
複
数
形
に
な
る
と
「
諸
民
族
」
と
い
う
意
味
に
も
な
る
。
各
種
政
治
的
・
法
的
文
書
で

は
、
「

O
ム
民
族
の
自
決
権
」
、
「

O
ム
人
民
の
自
決
権
」
、
「
諸
民
族
の
自
決
権
」
と
い
う
用
語
が
錯
綜
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
ロ
シ
ア
連
邦
を
構
成
す
る
共
和
国
の
憲
法
な
ど
で
も
そ
う
で
あ
る
。

諸
共
和
国
の
憲
法
は
、
人
権
や
法
の
下
の
平
等
と
い
う
近
代
的
原
理
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
特
定
の
エ
ス
ニ
ッ

ク
集
団
の
み
の
排
他
的
支
配
の
み
を
う
た
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る
民
族
集
団
の
権
利
尊
重
や
民
族
的
少
数
者
の
権
利
の
尊

重
と
い
う
文
言
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
と
著
し
く
祖
師
を
き
た
さ
な
い
形
で
タ
イ
ト
ル
民
族
の
自
決
権
を
象
徴
的
に
掲

げ
る
こ
と
も
あ
る
。

例
え
ば
パ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
の
憲
法
第
六
九
条
は
、
「
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
は
、
バ
シ
キ
i
ル
民
族
の
自
決
権
の
実

現
の
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
共
和
国
に
お
け
る
多
民
族
か
ら
な
る
す
べ
て
の
人
民
の
利
益
を
擁
護
す
る
」
(
傍
点
強

調
、
筆
者
)
と
あ
り
、
エ
ト
ノ
ス
と
デ
モ
ス
の
二
重
原
理
を
典
型
的
な
形
で
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
タ
イ
ト
ル
民
族
の
自
決
権

プ
ラ
ス
多
民
族
的
人
民
の
利
益
擁
護
と
い
う
文
言
の
ス
タ
イ
ル
は
、
ブ
リ
ヤ
l
ト
共
和
国
憲
法
に
も
み
ら
れ
る
。

サ
ハ
H

ヤ
ク
l
ト
共
和
国
憲
法
は
、
国
家
体
制
の
根
拠
と
し
て
「
人
民
(
ナ
ロ

i
ド
)
の
自
決
権
」
を
第
一
条
で
援
用
す
る
が
、

「ピ
l
プ
ル
」
の
意
味
に
近
い
そ
の
「
人
民
」
と
は
「
す
べ
て
の
民
族
住
民
か
ら
な
る
共
和
国
市
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
」
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
グ
l
シ
共
和
国
憲
法
は
、
「
イ
ン
グ
l
シ
諸
民
族
の
不
可
分
の
民
族
的
・
国
家
的
自
決
権
の
行
使
」
と
い
う
文
言
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日じ、雑

且A

ナ法戸神



現代ロシアの国家統一と民族関係立法(二)

を
用
い
る
。
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
で
は
、
国
家
主
権
宣
言
に
お
い
て
は
「
タ
タ

i
ル
民
族
の
不
可
侵
の
自
決
権
」
と
い
う
文
言
が
現

れ
て
い
た
が
、
共
和
国
憲
法
で
は
、
そ
う
し
た
用
語
が
現
れ
な
い
代
わ
り
に
、
主
権
者
が
「
人
民
」
、
「
多
民
族
か
ら
な
る
人
民
」
で
あ

る
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
コ
ミ
共
和
国
や
北
オ
セ
チ
ア
共
和
国
、
ダ
ゲ
ス
タ
ン
共
和
国
の
憲
法
も
ほ
ぼ
同
様
な
形
態
を
採
る
(
あ
る
い

は
九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
前
文
と
同
様
に
、
憲
法
前
文
で
抽
象
的
に
「
諸
民
族
の
自
決
権
」
に
触
れ
ら
れ
る
)
。

た
だ
し
、
国
家
体
制
の
基
礎
と
し
て
タ
イ
ト
ル
民
族
の
自
決
権
と
い
う
文
言
が
共
和
国
憲
法
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う

自
体
は
、
あ
る
程
度
象
徴
的
な
問
題
で
あ
り
、
さ
ほ
ど
重
要
な
指
標
で
は
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
連
邦
制
に
お
け
る
民
族
共
和
国
と
い

う
歴
史
的
な
様
式
自
体
が
、
潜
在
的
に
は
タ
イ
ト
ル
民
族
の
自
決
権
の
形
態
の
一
つ
と
し
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
意
識
さ
れ
て
い
る
以

上
、
公
権
力
の
組
織
や
選
挙
に
お
い
て
民
族
的
フ
ァ
ク
タ
ー
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
憲
法
の
次
元
で
明
瞭
な
形
で
現
れ
て
い
る
の
が
複
数
国
語
(
国
家
語
)
電
話
忌
ヨ
ミ
き
叉

E
q
E
と
そ
こ
か
ら
派
生
す

る
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
ロ
シ
ア
語
は
ロ
シ
ア
連
邦
全
土
の
国
家
語
・
公
用
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
共
和
国
も
固
有
の
国
家
語
を

公
用
語
と
し
て
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
第
六
八
条
)
。
例
え
ば
タ
タ
ル
ス
タ
ン
で
あ
れ
ば
タ
タ

l
ル
語
と
ロ
シ

ア
語
が
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
の
国
家
語
で
あ
る
。
多
く
の
共
和
国
が
、
こ
の
よ
う
に
タ
イ
ト
ル
民
族
の
言
語
と
ロ
シ
ア
語
の
両
者
を

国
家
語
と
し
、
憲
法
で
そ
れ
を
規
定
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。
こ
れ
は
ま
ず
第
一
に
地
元
の
住
民
の
言
語
的
権
利
に
寄
与
す
る
側
面
が

あ
る
が
、
同
時
に
民
族
共
和
国
の
最
高
公
職
者
と
し
て
の
共
和
国
大
統
領
の
立
候
補
者
の
資
格
要
件
に
両
国
家
語
の
保
有
を
課
す
ケ
ー

ス
が
共
和
国
憲
法
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
(
タ
イ
ト
ル
民
族
の
多
く
が
ロ
シ
ア
語
と
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
語
系
住
民

は
必
ず
し
も
タ
イ
ト
ル
民
族
の
言
語
を
知
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
)
。
九
三
年
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
制
定
と
前
後
し
て
、
タ
タ
ル
ス
タ

ン
、
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
、
サ
ハ
H

ヤ
ク
l
ト
、
ブ
リ
ヤ

i
ト
、
イ
ン
グ
l
シ
、
北
オ
セ
チ
ア
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
の
憲
法
に
そ
う
し
た
言
語

資
格
要
件
の
規
定
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
共
和
国
の
元
首
に
タ
イ
ト
ル
民
族
の
利
益
を
託
す
も
の
で
も
あ
る
が
、
民
族
や
言
語

な
ど
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
な
い
市
民
の
平
等
と
い
う
規
範
(
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
第
一
九
条
二
項
)
と
緊
張
関
係
も
呈
す
る
。
一
部
の
共

和
国
に
関
し
て
は
、
こ
の
言
語
資
格
の
問
題
が
、
連
邦
憲
法
と
の
関
係
で
憲
法
裁
判
に
な
っ
た
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
言
語
問
題
と
の
関

97 
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(
飽
)

係
で
章
を
改
め
て
若
干
触
れ
る
)
。

ま
た
、
よ
り
直
接
的
な
形
で
の
タ
イ
ト
ル
民
族
の
利
益
擁
護
と
い
う
見
地
が
憲
法
規
範
に
反
映
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば

ブ
リ
ヤ
l
ト
共
和
国
憲
法
の
第
六
O
条
四
項
は
、
共
和
国
の
地
位
に
関
す
る
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
を
規
定
す
る
が
、
そ
の
手
続
き
は
、
「
共

和
国
市
民
の
過
半
数
を
も
・
っ
て
採
択
さ
れ
た
と
み
な
す
が
、
投
票
に
参
加
し
た
ブ
リ
ヤ
l
ト
民
族
の
市
民
の
過
半
数
の
賛
成
を
含
む
」

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仮
に
共
和
国
市
民
の
過
半
数
が
賛
成
し
た
と
し
て
も
、
投
票
し
た
ブ
リ
ヤ
l
ト
民
族
の
市
民
の
過
半
数
が

賛
成
し
て
い
な
け
れ
ば
採
択
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
一
九
八
九
年
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
ブ
リ
ヤ
i
ト
共
和
国
全
人
口
約

一
O
三
万
人
の
う
ち
、
ブ
リ
ヤ
l
ト
人
の
比
率
は
約
二
四
%
、
ロ
シ
ア
人
が
六
九
%
そ
の
他
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
や
タ
タ

l
ル
人
等
で
あ

る。

53巻l号壬+
日.l:.'

他
方
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
共
和
国
は
、
一
九
八
九
年
時
点
で
の
共
和
国
総
人
口
約
三
O
万
人
の
う
ち
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
人
の
比
率
が
約
六
四
%
、

ロ
シ
ア
人
の
比
率
が
約
三
二
%
で
あ
り
、
ト
ゥ
ヴ
ア
人
が
過
半
数
を
超
し
て
い
る
が
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
共
和
国
憲
法
の
第
一
三
条
は
、
「
共

(
臼
)

和
国
籍
」
の
取
得
規
則
に
関
し
て
、
「
ト
ゥ
ヴ
ァ
共
和
国
の
人

μ
状
況
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
、
基
幹
民
族
の
安
定
し
た
優
位
の
保
障

お
よ
び
そ
の
民
族
的
、
文
化
的
、
精
神
的
遺
産
の
保
護
を
促
進
す
る
」
と
規
定
す
る
。

民
族
共
和
国
の
存
在
お
よ
び
そ
の
共
和
国
憲
法
体
制
の
下
で
は
、
何
ら
か
の
形
で
タ
イ
ト
ル
民
族
(
基
幹
民
族
)
の
利
益
が
図
ら
れ

(
副
田
)

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か
は
、
共
和
国
ご
と
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ロ
シ
ア
の
連
邦
構
成
主
体
が
、
法
的
に
は
「
同
権
」
で
あ
っ
て
も
、
「
非
対
称
的
」
構
造
を
残
し
て
い
る
こ
と
を

正
当
化
し
て
い
る
の
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
民
族
」
さ
ら
に
は
「
タ
イ
ト
ル
民
族
」
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
な
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
連

邦
制
を
規
定
し
て
い
る
「
民
族
自
決
権
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
良
く
い
え
ば
ロ
シ
ア
国
家
の
歴
史
を
条
件
付
け
る
多
民
族
間
の
バ
ラ

ン
ス
関
係
に
配
慮
す
る
こ
と
に
も
な
る
が
、
悪
く
い
え
ば
共
和
国
レ
ベ
ル
で
の
い
わ
ゆ
る
権
威
主
義
的
統
治
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
に
も

な
る
。

雑
~ι 
ナ法戸ネ申

(
続
く
)
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資料 ロシア連邦の主要な諸民族 (単位:千人)

民 方矢 名 人1989口年数の 推199定9人年口数の 名称に対応する国家体

総: 矛日 147021，9 146368 
ロ :--" ア 人 119865，9 117883 
タ タ ール人 5521，1 5820，9 。
ウクフイナ人 4362，9 4301， 6 O 
チュノf シ人 1773，6 1836，6 。
バシキール人 1345，3 1473，4 。
ベフルーシ人 1206，2 1152，0 O 
モルドヴイア人 1072，9 1027，1 。
チェチェン人 899，0 1085，0 。
ド イ ツ λ、 842，3 584，6 ..6. 
ウドムルト人 714，8 727，2 。
ーマ リ 人 643，7 669，0 。
カ ザ之、 フ 人 635，9 691， 0 O 
アヴアール人 544，0 657，2 。*ダゲスタン共和国の主要民族
ニエ ダ ヤ 人 536，8 307，9 。*自治州
アルメーア人 532，4 874，7 O 
ブリヤート人 417，4 457，0 。
オセチア人 402，3 470，4 。
カパルダ人 386，1 433，2 。
ヤ ク 一 ト λ、 380，2 432，1 O 
ダルギン人 353，3 431，2 。*ダゲスタン共和国の主要民族

コ 『、、、 人 336，3 330，3 。
アゼルパイジャン人 335，9 462，7 O 
ク t. イ ク 人 277，2 328，3 。*ダゲスタン共和国の主要民族
レズギン人 257，3 329，8 。*ダゲスタン共和国の主要民族
イングーシ人 215，1 261，8 。
ト ウ ヴァ 人 206，2 238，6 。
モルダヴァ人 172，7 188，4 O 
カルムイク人 165，8 178，2 。
カフチャイ人 150，3 169，0 。
コミ・ベルミャク人 147，3 146，1 。*自治管区
グルジア人 130，7 172，9 O 
ウズベク 入、 126，9 137，6 O 
カ レ 1) ア人 124，9 106，9 。
アテr イ ゲ人 122，9 130，3 。
フ ク 人 106，2 122，5 
タノ"ナフメ、 93，6 118，6 
ノ、 カ ス 人 78，5 81， 7 。
ノてルカ ル人 78，3 86，6 。
ノ カ、、 イ 人. 73，7 83，0 
リトワーア人 70，4 65，2 O 
アル タ イ 入、 69，4 76，2 。
チェルケス人 50，8 55，5 。
フトヴイア λ、 46，8 40，3 O 
エストーア人 46，4 40，1 O 
キルギス人 41，7 38，2 O 
トルクメン人 39，7 40，4 O 
タ ユ/ ク 入、 38，2 64，8 O 
そ 。コ イ也 981.6 959.1 

備考
* 人口数に関する出典は D.D. Bogoiavlenskii， Etnichekii sostav naselenie Rossii， 
Sotsiolof?icheskie issledovaniia， No. 10， 2001. (D・ボゴヤブレンスキー「ロシア
の住民の民族構成」、『社会学研究j2001年第10号)
* 名称、に対応する国家体の存在については、@:ロシア連邦内の共和国(もしく
は自治州、自治管区)、 0:旧ソ連を構成していた共和国、ム:旧ソ連外



100 53巻 1号ヨ+
日ν雑
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ナ法戸神

注
(
ロ
シ
ア
語
文
献
に
つ
い
て
は
、
ラ
テ
ン
文
字
表
記
に
変
換
し
、
そ
の
書
名
や
論
文
名
等
に
つ
い
て
は
日
本
語
訳
を
付
す
)

l 

ソ
連
か
ら
の
「
脱
退
権
」
と
い
っ
て
も
、
脱
退
す
る
場
合
の
手
続
法
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
時
代
の
一
九
九
O
年
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。

一
九
九
O
年
四
月
に
制
定
さ
れ
た
「
脱
退
手
続
法
」
は
、
あ
ま
り
に
も
手
続
き
が
複
雑
な
た
め
「
脱
退
さ
せ
な
い
法
律
」
と
榔
撤
さ
れ
た
。

ソ
連
時
代
に
、
諸
共
和
国
が
「
脱
退
権
」
を
も
ち
つ
つ
も
、
事
実
上
、
脱
退
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
一
九
三
六
年
ソ
連
憲
法
草

案
に
つ
い
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
報
告
の
中
に
徴
候
的
に
現
れ
て
い
た
。
い
わ
く
、
「
わ
が
国
に
は
ソ
同
盟
か
ら
脱
退
し
た
が
る
よ
う
な
共

和
国
が
一
つ
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
同
盟
構
成
共
和
国

が
ソ
同
盟
か
ら
自
由
に
脱
退
す
る
権
利
を
憲
法
に
書
き
と
ど
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
け
っ
し
て
な
ら
な
い
。
」
(
ス
タ
ー
リ
ン

『レ

l
ニ
ン
主
義
の
諸
問
題
』
大
月
書
庖
、

一
九
五
三
年
、
七
四
五
頁
)

2 

内
O
円

ma
司
可

W
E
E
-
ロ
2
5円

吉
田
官
民
5
・
5
〈

2
唱。
E
S
S
E
。同
u
a
o
E円
守
口
。
百
円
問
。
問
。
〈
0
8・河内
v
h
h
S
E
E
N
-内
号
ミ
ミ
EW
需
品
叩
ミ
ミ
p
。
¥

N

。
。
ド
司
・
凶
∞
・
(
セ
ル
ゲ
イ
・
プ
ィ
フ
チ
ン
「
十
年
を
経
て
・
・
連
邦
条
約
の
回
顧
」
、
『
今
日
の
ロ
シ
ア
連
邦
』
二

O

O
二
年
第
六
号
)

3 

も
っ
と
も
、
カ

i
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
主
権
者
を
、
例
外
状
況
に
決
定
を
下
す
者
と
み
な
し
て
お
り
、
そ
れ
に
従
え
ば
、
通
常
、
主
権

は
「
潜
在
」
し
て
お
り
、
例
外
時
に
「
顕
在
」
す
る
の
で
あ
り
、
あ
な
が
ち
読
弁
と
も
言
え
な
い
。

4 

shせき。句
H.~叫が
N
§
さ
さ
§
〕
主
主
号
、
宮
町
ミ
同
旬
、
h
h
こ
さ
容
。
て
き
さ
M

右
足
宮
均
旬
、
h
h
・
-
。
氾

-z。・
M

-

g
・M
M
・
(
『
ロ
シ
ア
共
和
国
人
民

代
議
員
大
会
・
最
高
会
議
通
報
』

一
九
九
二
年
第
二
号
第
二
二
条
)
な
お
、
ロ
シ
ア
国
家
主
権
宣
言
の
起
草
過
程
お
よ
び
そ
の
争
点
に
つ

い
て
は
、
樹
神
成
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
連
邦
制
再
編
構
想
の
交
錯
」
、
『
三
重
大
学
法
経
論
叢
』

一
九
九
四
年
第
一

一
巻
第
二
号
を
参
照
。

5 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル

l
シ
の
国
家
主
権
宣
言
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
旨
m
c
B
g
q
↑
向
島
タ

3
8・
z。
-s-z。・
2
(
『
論
拠
と

事
実
』

一
九
九
O
年
第
二
九
号
お
よ
び
第
三
一
号
)
を
参
照
し
た
。

6 

一
九
八
九
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
七
二
・
三
%
、
ロ
シ
ア
人
二
二
・
一
%
、
ユ
ダ
ヤ

人
と
ベ
ラ
ル

l
シ
人
が
そ
れ
ぞ
れ
0
・
九
%
、
そ
の
他
、
で
あ
る
。
ベ
ラ
ル

l
シ
共
和
国
で
は
ベ
ラ
ル

l
シ
人
七
七
・
九
%
、
ロ
シ
ア
人
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一
三
・
二
%
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
四
・
一
%
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
二
・
九
%
、
ユ
ダ
ヤ
人
一

-
一
%
、
そ
の
他
、
で
あ
る

0
0
2
E自
由
震

∞
∞
∞
戸
ミ
b
E
Sミ
.
s
v
s
h
Sて
さ
誌
な
さ
む
~
円
h
h
h
・一富。∞

r
S
3
2・
(
ソ
連
国
家
統
計
委
員
会
『
ソ
連
住
民
の
民
族
構
成
』
、
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
九
一
年
)

7 

現
に
ソ
連
か
ら
独
立
し
た
諸
国
で
は
、
言
語
と
市
民
権
・
国
籍
の
問
題
が
枢
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
独
立
国
家
の
住
民
が
国
籍

-
市
民
権
と
の
関
係
で
平
等
で
あ
っ
て
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
化
」
の
問
題
や
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け
る
「
カ

ザ
フ
語
化
」
の
問
題
が
新
た
な
少
数
者
問
題
を
生
み
出
し
た
。
エ
ス
ト
ニ
ア
や
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
で
は
、
新
国
籍
法
試
行
(
ソ
連
時
代
前
の
旧

国
籍
法
復
興
)
に
よ
り
、
ソ
連
併
合
後
移
住
し
て
き
た
ロ
シ
ア
語
系
住
民
が
無
国
籍
に
な
り
、
国
籍
取
得
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
エ
ス
ト

ニ
ア
語
や
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
語
の
試
験
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

8 

ソ
連
構
成
共
和
国
の
主
権
宣
言
に
触
れ
た
あ
る
人
民
代
議
員
は
後
に
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
た
。
「
リ
ト
ワ
ニ
ア
や
グ
ル
ジ
ア
に
お

い
て
、
国
家
主
権
の
実
現
は
、
民
族
運
動
や
民
族
的
自
由
の
理
念
の
強
力
な
援
助
の
下
に
あ
っ
た
。
類
似
の
こ
と
が
ロ
シ
ア
に
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
い
や
、
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ロ
シ
ア
人
(
ル

l
ス
キ

l
)
の
民
族
運
動
が
な
い
よ
司
ミ
凡
な
お

S
Sミ
ミ
さ
と
町
内
N
h
叫
き
さ
・

号
ミ
雲
母
、
宮
古
て
ヨ
ヨ
旬
、

O
S品
言
、

s
s
E
。
H
n
P
R
F
E
伊
豆
g
W
5
3ぉ
・
司
・
ピ
・
(
『
第
三
回
ロ
シ
ア
共
和
国
人
民
代
議
員
大
会

議
事
録
』
第
五
巻
、
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
九
二
年
)

9 

む
ろ
ん
、
類
似
の
現
象
は
ロ
シ
ア
以
外
の
ソ
連
構
成
共
和
国
に
も
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
グ
ル
ジ
ア
と
ア
ブ
ハ
ズ
自
治
共
和
国
と
の
関
係
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ナ
ゴ
ル
ノ
リ
カ
ラ
パ
フ
自
治
州
と
の
関
係
な
ど
で
あ
る
。

10 

前
掲
、
注
六
文
献
。
な
お
、

一
九
八
九
年
当
時
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
で
は
タ
タ

i
ル
人
の
比
率
が
ロ
シ
ア
人
の
比
率
を
上
回
っ
て
い
た
が
、

バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
で
は
、
パ
シ
キ

i
ル
人
よ
り
も
タ
タ
l
ル
人
や
ロ
シ
ア
人
の
比
率
が
高
い
。

11 

「
タ
イ
ト
ル
民
族
」
と
は
、
か
つ
て
の
ソ
連
構
成
共
和
国
や
自
治
共
和
国
な
ど
の
名
称
を
冠
し
た
民
族
(
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
に
お
け
る
タ
タ

l
ル
人
等
)
と
い
う
意
味
で
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。
各
共
和
国
に
対
応
す
る
「
タ
イ
ト
ル
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民
族
」
が
一
つ
と
は
限
ら
な
い
。
か
つ
て
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
H
イ
ン
グ
l
シ
共
和
国
や
現
在
の
カ
パ
ル
ジ
ノ
H

パ
ル
カ
ル
共
和
国
、
カ
ラ
チ
ヤ

イ
H
チ
ェ
ル
ケ
ス
共
和
国
の
よ
う
に
二
重
の
民
族
名
称
を
冠
し
て
い
る
共
和
国
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
ダ
ゲ
ス
タ
ン
共
和
国
で
は
、
「
ダ

ゲ
ス
タ
ン
民
族
」
な
る
も
の
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ア
ヴ
ア
|
ル
人
、
ダ
ル
ギ
ン
人
、
ク
ム
イ
ク
人
、
レ
ズ
ギ
ン
人
が
主
要
な
民

族
だ
と
言
わ
れ
る
(
た
だ
し
ダ
ゲ
ス
タ
ン
で
は
他
に
一
一
一
の
民
族
が
統
計
に
現
れ
て
い
る
)
。

12 

』
円
。
さ
さ
き
ミ
ぱ
吉
宮
、
さ
で
t
p
E・一宮
R
E
-
-
。3
・
(
「
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
ス
カ
ヤ
・
プ
ラ
ウ
ダ
」

一
九
九
三
年
三
月
一
四
日
号
)

13 

常
設
の
立
法
機
関
で
あ
る
ロ
シ
ア
最
高
会
議
が
、
ロ
シ
ア
に
五
つ
あ
っ
た
自
治
州
の
う
ち
、
ア
ド
ィ
ゲ
、
ゴ
ル
ノ
H

ア
ル
タ
イ
、
カ
ラ

(
臼
)

チ
ヤ
イ
H
チ
エ
ル
ケ
ス
、
ハ
カ
ス
の
四
つ
の
自
治
州
を
、
ロ
シ
ア
を
構
成
す
る
共
和
国
に
改
組
す
る
法
律
を
採
択
し
た

(
九
一
年
七
月
三

日
付
)
0
5
§
s
S
H九
円
だ
包
む
き
さ
§
y
s
h
qミ
む
さ
て
拘
町
、
旬
勾
凡
で
ぬ
可
除
雪
て
き
旬
。

h。
高
言
同
旬
、
話
・

3
2・
z。・
N
斗・∞円
-shH・
(
『
ロ
シ
ア

共
和
国
人
民
代
議
員
大
会
・
最
高
会
議
通
報
』

一
九
九
一
年
第
二
七
号
第
九
三
四
条
)

14 

こ
の
場
合
の
「
連
合
」
は
、
ソ
連
邦
の
「
連
邦
」
と
同
様
に
「
連
邦
」
と
訳
さ
れ
る
場
合
も
多
い
が
、
ロ
シ
ア
の
「
連
邦
」
(
フ
ェ
デ

ラ
i
ツ
ィ
ヤ
)
と
異
な
っ
て
、
元
々
の
語
が
「
連
合
」
「
同
盟
」
を
意
味
す
る
「
ソ
ユ

l
ズ
」
の
た
め
、
区
別
し
た
。

15 

一
次
案
は
「
プ
ラ
ウ
ダ
』

一
九
九
O
年

一
月
二
四
日
号
、
二
次
案
は
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
』

一
九
九
一
年
三
月
九
日
号
、
三
次
案
は

『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
』

一
九
九
一
年
六
月
二
七
日
号
、
合
意
案
は
『
プ
ラ
ウ
ダ
』

一
九
九
一
年
八
月
一
五
日
号
を
参
照
し
た
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
森
下
敏
男
『
現
代
ロ
シ
ア
憲
法
体
制
の
展
開
」
(
信
山
社
、
二

O

O
一
年
)
の
第
一
章
第
二
節
、
お
よ
び
同

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
ソ
連
の
国
家
構
造
』
(
西
神
田
編
集
室
、

一
九
九
一
年
)

の
第
三
章
を
参
照
。

16 

こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
同
前
、
森
下
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
ソ
連
の
国
家
構
造
』
三
五
五
ー
三
五
六
頁
参
照
。

17 

「
虫
食
い
後
の
穴
だ
ら
け
の
状
態
」
と
い
う
比
輸
を
用
い
た
の
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
内
の
民
族
共
和
国
に
は
、
国
境
を
す
べ
て
ロ
シ
ア
に

固
ま
れ
て
い
る
ケ
l
ス
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ソ
連
に
お
け
る
自
治
共
和
国
と
ソ
連
構
成
共
和
国
と
の
違
い
を

素
朴
な
地
政
学
的
見
地
か
ら
論
じ
て
お
り
、
ソ
連
構
成
共
和
国
に
関
し
て
は
、
「
八
方
か
ら
ソ
同
盟
の
領
土
で
か
こ
ま
れ
て
い
な
い
、
と
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い
う
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
て
い
た
。
他
方
、
タ
タ
l
ル
や
パ
シ
キ

l
ル
な
ど
の
自
治
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
「
か
り
に
こ
れ
ら
の
自
治

共
和
国
が
同
盟
構
成
共
和
国
の
部
類
に
う
つ
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
共
和
国
は
、
ソ
同
盟
か
ら
脱
退
す
る
問
題
を
、
論
理
的
に
、
実

際
的
に
提
起
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
共
和
国
は
諸
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
や
諸
地
方

に
八
方
か
ら
か
こ
ま
れ
て
い
て
、
実
を
い
え
ば
、
ソ
同
盟
か
ら
ど
こ
へ
も
出
て
い
き
ょ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
る
よ
と
述
べ
て
い
た
(
前

掲
、
注
一
文
献
、
七
四
五
l
七
四
六
頁
)
。
こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
論
理
に
し
た
が
え
ば
、
現
在
の
ロ
シ
ア
で
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
や
パ
シ
コ

ル
ト
ス
タ
ン
は
、
仮
に
分
離
独
立
を
欲
し
た
と
し
て
も
、
口
シ
ア
連
邦
か
ら
「
ど
こ
へ
も
出
て
い
き
ょ
う
が
な
い
」
。

18 

円
。
ま
た

E
E
S支
え
丘
〉
ミ
ミ
皆
川
町
ぬ
き
お
さ
F

富。∞

w
g・
3
き
・
(
「
ア
ン
ド
レ
イ
・
サ
ハ
ロ
フ
の
憲
法
理
念
』
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
九
O

年

19 

〈・〉・

4
2
z
r。〈・

0
♀
q
E
H
S可
九
九
九
、
。
~
た
ま
ミ
S
片
言
。
』
え
て
河
内

vnnpzs-2mf
否。吋・司・

5
凶・

(
V
・
テ
ィ
シ
ュ
コ
フ
『
ロ
シ
ア
に
お

け
る
民
族
理
論
お
よ
び
民
族
政
策
概
論
』
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
九
七
年
)

20 

「
民
族
自
決
権
」
と
い
う
語
は
、
旧
ソ
連
や
旧
ユ

l
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
民
族
紛
争
な
ど
を
経
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
さ
え
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
究
極
的
に
は
エ
ト
ノ
ス
原
理
に
よ
る
「
民
族
浄
化
」
を
招
来
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
い

う
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
時
代
、
「
民
族
自
決
権
」
は
、
「
民
主
主
義
」
と
同
様
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
肯
定
的
な
キ
ヤ
ツ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
っ
た
だ
け
に
政
治
家
や
知
識
人
も
、
ぞ
れ
を
き
か
ん
に
用
い
た
。
「
民
族
自
決
権
」
と
は
、
そ
れ
が
い
ま
だ
実
現
さ
れ

る
前
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
民
主
主
義
的
意
味
を
有
す
る
が
、
ひ
と
た
び
実
現
す
る
と
、
抑
圧
的
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

21 

森
下
敏
男
は
こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
「
二
重
の
従
属
」
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
時
代
の
地
方
の
行

政
機
関
は
連
邦
中
央
に
垂
直
的
に
従
属
す
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
の
執
行
委
員
会
や
ソ
ビ
エ
ト
に
水
平
的
に
従
属
し
て
い
て
、
こ
れ
は

あ
る
意
味
で
き
わ
め
て
分
権
的
で
あ
る
が
、
社
会
主
義
時
代
に
は
、
共
産
党
の
力
で
垂
直
的
従
属
が
一
元
的
に
支
配
し
て
い
た
の
だ
と
い

う
。
と
こ
ろ
が
、
共
産
党
政
権
が
崩
壊
し
て
、
水
平
的
従
属
が
地
方
を
支
配
し
、
い
く
つ
か
の
民
族
共
和
国
が
、
徴
収
し
た
税
金
を
中
央
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に
納
入
し
な
い
と
い
っ
た
問
題
も
発
生
し
た
と
い
う
(
森
下
敏
男
『
現
代
ロ
シ
ア
憲
法
体
制
の
展
開
』
信
山
社
、
二
O
O
一
年
、

一
よ
九
三

i
一
九
四
頁
)

22 

本
稿
の
(
一
)
(
『
神
戸
法
学
雑
誌
」
第
五
二
巻
第
四
号
、
二
O
O
三
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

23 

V
・
テ
ィ
シ
ュ
コ
フ
「
民
族
政
策
の
戦
略
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
、
ミ
。
ミ
S
ミ
ゴ
b
E
g
~
E
E
て

均

g
h
凡
な
ぎ
凡
忠
号
S
E
F
Z
S
R
s・-。
3
・

『
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
民
族
政
策
』
モ
ス
ク
ワ
、
ナ
ウ
カ
、

一
九
九
三
年
)

24 

こ
の
問
題
を
連
邦
制
の
再
編
と
の
関
わ
り
で
分
析
し
た
論
文
と
し
て
、
∞
同
2
g
r
-
E
p
d
そ
巳
河
口
∞

S
E
E〈
%
の

8
5
8弘
司
。
ュ

Z'

o
q
E
号
。
河
口
∞
∞
宮
口
同
点
比
R
a
s
p
回
同
ロ
O
再

開

-
m
z
z
p
ト
『

R
W
∞
ロ
司
会
w

『
唱
、
。
h
H
'
h
。
ミ
ミ
、
。
~
定
n
h
H
~
。
ミ
角
川
〉
問
。
E
-
o
m
同
町
内
0
3。∞・

森
下
に
よ
る
と
、
「
旧
ソ
連
邦
の
連
邦
問
題
は
、
経
済
的
利
害
得
失
を
度
外
視
し
た
非
妥
協
的
な
民
族
運
動
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
合
理

25 

的
理
性
で
そ
れ
を
抑
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ロ
シ
ア
の
連
邦
問
題
は
民
族
問
題
で
あ
る
よ
り
は
経
済
問
題
で
あ
る
。
(
中

略
)
あ
る
意
味
で
は
、
現
在
の
ロ
シ
ア
の
中
央
と
地
方
の
争
い
は
、
旧
社
会
主
義
の
遺
産
を
め
ぐ
る
中
央
と
地
方
を
め
ぐ
る
中
央
と
地
方

の
間
の
財
産
紛
争
で
あ
る
。
」
(
前
掲
、
注
一
一
一
文
献
、

一
九
二
頁
)

O

ノ
つ
ま
り
、
ソ
連
崩
壊
後
も
国
営
企
業
が
多
数
を
占
め
て
い
た
体
制

転
換
期
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
資
源
を
め
ぐ
る
連
邦
や
州
の
管
轄
問
題
に
関
し
て
、
両
者
の
間
で
利
権
争
い
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
だ
と

ぃ、っ。

26 

V
・
テ
ィ
シ
コ
フ
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
政
治
的
自
由
化
と
中
央
権
力
の
弱
体
化
は
、
連
邦
構
成
共
和
国
が
首
尾
よ
く
大
衆
の

意
識
を
動
員
し
政
治
的
な
組
織
化
を
実
現
さ
せ
つ
つ
、
資
源
お
よ
び
権
力
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
向
け
た
闘
争
を
開
始
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
共
和
国
で
、
ま
し
て
タ
イ
ト
ル
民
族
が
共
和
国
住
民
の
多
数
派
を
占
め
な
い
場
合
で
も
、
政
治
権
力
は
地
元
の

民
族
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
揺
る
ぎ
な
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ヤ
ク

i
ト
共
和
国
に
お
け
る
ヤ
ク
l
ト
人
の
占
め
る
比

率
が
共
和
国
全
住
民
の
三
四
%
で
あ
っ
て
も
、
政
府
権
力
に
お
け
る
役
職
者
に
占
め
る
ヤ
ク
l
ト
人
は
六
九
%
で
あ
る
。
ア
ド
イ
ゲ
共
和

国
の
よ
う
に
、
ア
ド
ィ
ゲ
人
が
三
O
%
に
満
た
な
い
場
合
で
も
、
彼
ら
は
支
配
構
造
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
民
族
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国
家
体
の
原
則
の
枠
内
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
な
に
が
し
か
常
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
発
達
し
つ
つ
あ
る
市
場
の
下
で
の
政
治
的

民
主
主
義
か
ら
す
る
と
、
は
な
は
だ
弱
点
で
あ
り
、
民
族
に
関
わ
り
の
な
い
あ
ら
ゆ
る
権
利
の
平
等
と
い
う
宣
言
さ
れ
た
原
則
に
矛
盾
す

る
。
」
〈
・
〉
-
d
m
z
r。〈
-
Q
M
S
0
2
.
一
問
。
包
戸
志
、
さ
告
白
~
2名
子
呂
志
唱
一
Z
。・

N
(
V
・
テ
ィ
シ
コ
フ
「
ロ
シ
ア
と
は
何
か
」
、
「
哲
学
の
諸

問
題
』
、

一
九
九
五
年
第
二
号
)

27 

た
だ
し
、
「
極
右
」
の
ジ
リ
ノ
ア
ス
キ
ー
党
首
は
、
民
族
共
和
国
の
全
廃
と
帝
政
時
代
の
行
政
区
画
の
復
活
を
主
張
し
て
い
る
。

28 

同

g
a
s
-
N
Z
N
F
F円由。
E
Nロ。開。閉門
m
g包
冨
呂
田
宮
E
・同
s
h
R
E
E
S
ミ
-
t
h
S
F
Z。・

5
・
右
足
(
「
連
邦
解
体
の
シ
ナ
リ
オ
を
ロ
シ
ア
は

避
け
る
」
、
憲
法
委
員
会
編
『
憲
法
通
報
』

一
九
九
二
年
第
一

O
号
)

29 

ア
レ
ク
セ
イ
・
レ
ピ
ョ

l
シ
キ
ン
に
よ
る
と
、
「
ロ
シ
ア
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
社
会
主
義
共
和
国
は
、
連
邦
主
義
、
母
否
定
さ
と
同
時
に
単

一
主
義
き
ぎ
た
き
の
要
素
を
結
合
さ
せ
た
連
邦
だ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
、
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
構
成
主
体
は
自
治
的
な
民
族
国
家
体
お

よ
び
民
族
行
政
体
の
み
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
〉
-
F
8
2
v
w戸
F

ぜ
て
町
三
位
、
内
侍
否
定
戸
冨
g
w〈
P
同ロユ円
HEMORmE
ピ
8
S
E
E
-
同@ゴ・

M
g
l
N
C
。
・
(
レ
ピ
ョ

l
シ
キ
ン
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
制
』
、
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
七
七
年
)

30 

問。問問
F
u
r
g
u
E
N
F
O
E
o
U
O
B。
町
民
5
0
E
5
同

o
r
g・
』
円
。
雪
之
さ
hRb
同

g
h凡
な
ぎ
凡
忠
吾
SHh九
九
ヘ
、
さ
き

γ
冨
g
T
P
3ぉ
・
(
ロ
シ
ア

民
主
改
革
運
動
編
『
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
草
案
」
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
九
二
年
)

31 

旬。句句凡な
E
E
C
h判官
E
e
S
自
主
P
3
2
(
「
ロ
シ
ア
新
聞
」

一
九
九
一
年
三
月
二
七
日
号
)

32 

同
イ
ミ
止
へ
て
言
。
町
、
認
可
偽
札
。
き
之
内
ば
Nh
弓
h
M
3
t
3
V
F
p
b
§
S
Sて
hhhサ
h
h
w
h尽
き
MWSK叫忌
E
E
ミ
nER
司
。
自
〈
-
z
g
-
2
p
s
s・
-M・1
可∞・

(
『
第
三
回
ロ
シ
ア
臨
時
人
民
代
議
員
大
会
議
事
録
』
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
九
二
年
)

33 

ミ
む
さ
§
x
b
q
S
H・
3

8・一
Z
。
・
ロ

-M・
凶
。
・
(
『
人
民
代
議
員
』

一
九
九
O
年
第
二
一
号
)

34 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
注
四
の
樹
神
論
文
を
参
照
。

35 

前
掲
、
注
三
二
文
献
、
九
八
頁
。
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36 

前
掲
、
注
三
二
文
献
、

一
五
七
頁
。

37 

hda守
九
へ
で
沼
町
一
。

sq偽札
。
認
。
弘
、
)
《

V
R弘
之
む
さ
havFF一
口
内

MMSSて
同
旬
、

h旬、

huHS。旬、
.bk叫
与
一
尚
一
旬
持
止
。
同
町
、
町
内
一
ア
、
『
。

B
U・
富
。
回
目
円
〈
my

目
。
。
ド
可

-
E∞・

(
『
第
三
回
ロ
シ
ア
臨
時
人
民
代
議
員
大
会
議
事
録
」
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
九
二
年
)

38 

憲
法
委
員
会
の
第
一
次
草
案
は
一
九
九
O
年
一
一
月
、
第
二
次
草
案
は
一
九
九
一
年
十
月
、
第
三
次
草
案
は
一
九
九
二
年
三
月
に
公
表

さ
れ
た
o
M
M
3込町』竹
S
h
H
ぎ
な
t
h。
包
忌
ミ

b
h山内
S
H
h
R
Q
6
3芹
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
・
冨
g
w
g・
3

S・
(
『
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
草
案

資
料
集
』

モ
ス
ク
ワ
、

一
九
九
二
年
)

39 

ロ
シ
ア
内
の
一
一
一
の
民
族
共
和
国
の
中
で
、
タ
イ
ト
ル
民
族
が
過
半
数
を
超
し
て
い
る
の
は
、
北
オ
セ
チ
ア
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
、
チ
ェ
チ
ェ

ン
、
チ
ユ
ヴ
ァ
シ
で
あ
る
。

40 

同門

vahH凡E
E
E
ヘ
。
話
。
て
お
ミ

N
G
ぎ
と

h
g
h凡
な
持
ミ
忠
弘
伐
さ
H託
子
宮
g
T
P
3
S・
(
『
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
(
基
本
法
)
』
モ
ス
ク
ワ
、

九

九
二
年
)

41 

一
九
九
二
年
三
月
二
二
日
付
の
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
「
一
九
九
O
年
八
月
三
O
日
付
の
タ
タ
l
ル
共
和
国
国
家
主
権
宣
言
、

一
九
九
一
年
四
月
一
八
日
付
の
タ
タ
l
ル
共
和
国
の
法
律
『
タ
タ

l
ル
共
和
国
の
憲
法
改
正
お
よ
び
追
加
に
つ
い
て
』
、

一
九
九
一
年
一

一
月
二
九
日
付
の
タ
タ
l
ル
共
和
国
の
法
律
『
タ
タ
l
ル
共
和
国
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
つ
い
て
』
、

一
九
九
二
年
二
月
二
一
日
付
の
タ

タ
ー
ル
共
和
国
最
高
会
議
決
定
『
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
の
国
家
的
地
位
に
関
す
る
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
施
行
に
つ
い
て
』
の
合
憲
性
審

査
」
。
な
お
、
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
は
、
そ
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
(
ロ
シ
ア
語
)
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
o
v与
一
¥
¥
宮
・
民
ロ
2
・呂

¥
叶
O
M
Z
¥

。mE〈
・
宮
呂

42 

予
定
さ
れ
て
い
た
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
あ
な
た
は
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
が
、
主
権
国
家
と
し
て
、

国
際
法
上
の
主
体
と
し
て
、
同
権
的
な
条
約
に
基
づ
い
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
お
よ
び
他
の
共
和
国
、
諸
国
家
と
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
に
賛

成
で
す
か
?
(
伊
は
い
u

も
し
く
は

w
い
い
え
H
)

」
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(
必
)

前
掲
、
注
二
、
三
九
頁
。

44 

土
地
や
天
然
資
源
が
当
該
地
域
の
「
人
民
」
の
所
有
で
あ
る
と
い
う
文
言
は
、
象
徴
的
な
意
味
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
法
的
に
は
明

確
さ
を
欠
く
。

45 

bassnsqw
円。

s
s
s
s『
九
九
・
冨
R
E
m
-
-
。
お
岨
同
v

・
。
(
『
連
邦
条
約
・
・
資
料
、
注
釈
』
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
九

可
RN26-H凡ておいて口。旬。戸、。『~

二
年
)

(
必
)

同・

0
・
〉
σ
R
H
Z
E
民
唱
。
〆
同
U
m
w
色
。
昌
広
〈
ロ
山
、
仏
。
開
。
σ
。
円
-
唱
。
話
回
X
W
W
円守山、BNi円-EBONFDmwgEロmw-d〕『}同町。BD。∞FOE--M叶内弘司令えておいて色。旬。~可。可凡

さ
氏
ぎ
h
H
E
S
~
き
E
E
R句
S
E
E
-
富

g
w〈
岱
3
3
・
司
-
h
F
・
(
ア
ブ
ド
ラ
チ
ッ
ポ
フ
「
連
邦
条
約
と
民
族
間
関
係
発
展
の
視
角
」
、
『
連
邦
条

約
と
民
族
問
の
統
合
』
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
九
三
年
)

47 

議
会
で
発
足
し
た
憲
法
委
員
会
の
作
業
の
破
産
に
つ
い
て
、
竹
森
正
孝
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
ソ
ビ
エ
ト
期
の
憲
法
(
七
八
年
ロ
シ

ア
共
和
国
憲
法
)
の
改
正
手
続
き
を
通
じ
て
、
異
な
っ
た
憲
法
原
理
に
も
と
づ
く
新
憲
法
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
「
憲
法
革
命
」
路
線

が
、
そ
の
路
線
の
う
ち
に
苧
ま
れ
る
矛
盾
と
と
も
に
、
体
制
転
換
と
い
う
政
治
過
程
が
そ
う
し
た
思
惑
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
急
転
を
見
せ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
己
破
産
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ロ
シ
ア
共
和
国
憲
法
は
、
度
重
な
る
改
正
の
結
果
、
そ
の
内
部
に
異
な
っ
た

原
理
が
混
在
す
る
と
い
う
複
雑
な
モ
ザ
イ
ク
憲
法
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
か
な
る
憲
法
体
制
を
め
ざ
す
の
か
と
い
う
政
治
的
対
抗
と
と

も
に
、
憲
法
原
理
の
対
抗
が
憲
法
典
そ
の
も
の
に
内
在
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
は
、
憲
法
の
性
格
や
意
味
を
極
め
て
歪
め
、
人
々
の
憲

法
意
識
に
悪
し
き
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
」
(
竹
森
正
孝
訳
・
解
説
『
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
』
七
月
堂
、

一
九
九
六
年
、

三
七
頁
)

48 

同
S
S
E
E
C
h
H
N
R
E
-
N品
目

S
E
3
8
・
(
『
ロ
シ
ア
新
聞
』

一
九
九
三
年
六
月
二
四
日
号
)

49 

レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
は
、
投
票
率
五
四
、
八
%
、
そ
の
う
ち
憲
法
草
案
採
択
に
賛
成
し
た
者
が
五
八
、
四
%
、
反
対
し
た
者
が
四

一
、
六
%
で
あ
る

o
p
g凡
な
E
E
P
S
H
P
N
U
U
o
g
σ
E
・
3
3
・
(
「
ロ
シ
ア
新
聞
』

一
九
九
三
年
二
一
月
二
五
日
号
)



108 53巻I号ニ'-l-.
同じ、雑

且A

ナ法戸神

50 

。
宮
∞
ロ
ヨ
石

q
g
i
z
-
-
同

2
5
E
E
C
h
H
N
内
戸
。

z。
EME--。
8
・
(
「
権
力
を
目
指
す
危
険
な
ゲ
l
ム
」
、
『
ロ
シ
ア
新
聞
』

一
九
九

三
年
一
一
月
六
日
号
)
な
お
、
当
時
、
悪
い
こ
と
は
す
べ
て
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
」
と
形
容
し
て
批
判
す
る
こ
と
が
ロ
シ
ア
で
も
頻
繁

に
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
「
主
権
」
や
「
民
族
自
決
権
」
の
連
鎖
も
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
伝
統
」
と
さ
れ
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
強
権
手
法
も

「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
」
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
を
批
判
す
る
た
め
に
「
ボ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
的
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

51 

k
o
z
a
〈。
3
σ
.
2・
回
目

-
S
B唱
B
B
U由。〈開。∞

E
R∞2
8ロ。∞ペロ
o-吉田句。
2
F
弓
む
さ
え
認
可
号
、
ミ
b
H
w
z
p
-
N・
3
3・
(
ア
レ
ク
セ
イ
・

ヴ
ォ
ロ
ピ
ヨ
フ
「
妥
協
な
し
に
は
国
家
は
建
設
で
き
な
い
」
、
「
人
民
代
議
員
』

一
九
九
三
年
第
二
一
号
)

52 

前
掲
、
注
二
四
、
七
四
ー
七
五
頁
。

53 

パ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
(
九
三
年
二
一
月
二
四
日
)
、
コ
ミ
共
和
国
憲
法
(
九
四
年
二
月
一
七
日
)
、
ブ
リ
ヤ
l
ト
共
和
国
憲

法
(
九
四
年
二
月
一
一
一
一
日
)
、
イ
ン
グ
l
シ
共
和
国
憲
法
(
九
四
年
二
月
三
七
日
)
、
カ
ル
ム
ィ
ク
共
和
国
憲
法
(
九
四
年
四
月
五
日
)
、

ダ
ゲ
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
(
九
四
年
二
月
、
北
オ
セ
チ
ア
共
和
国
憲
法
(
九
四
年
一
一
月
一
一
一
日
)
。

54 

チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
憲
法
(
九
二
年
三
月
一
一
一
日
)
、
サ
ハ
H
ヤ
ク
l
ト
共
和
国
憲
法
(
九
二
年
四
月
四
日
)
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国

憲
法
(
九
二
年
一
一
月
三
O
日
)
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
共
和
国
憲
法
(
九
三
年
一

O
月
一
一
一
日
)
。

55 

「

冨
g
g
p
N
ω
自
立
在
。
官
。
共
同
O

同
g
m
E
E
Z
E
E
W
Zヤ
内
阻
害

ω
問。田宮
σzwr
』円。また
E
E
Sミ
凡
芯
S
H
K
F
Z。・

5
・
右
氾
・

(
L
・
マ
ム
l

ト
「
サ
ハ
H
ヤ
ク
l
ト
共
和
国
憲
法
草
案
に
関
す
る
覚
書
」
、
憲
法
委
員
会
編
『
憲
法
通
報
』

一
九
九
二
年
第
一

O
号
)

56 

同
ぎ
喜
界

Nbぎ
き
て
河
内
旬
、

S
ロ
E
h
b
E
C
ヘE
E
H九九
C
L
N
a
~
もさ
1
3
2
旬。礼子

E
E
z
w・
3
3・
(
「
サ
ハ
共
和
国
法
律
集

一
九
九
一
年

i

一
九
九
一
年
』
ヤ
ク
l
ツ
ク
、

一
九
九
三
年
)

57 

共
和
国
が
国
際
関
係
や
対
外
経
済
関
係
の
自
主
的
参
加
者
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
当
時
施
行
さ
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
や
連
邦
条

約
に
お
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
国
際
法
的
主
体
」
と
な
る
と
次
元
が
異
な
っ
て
く
る
。

58 

九
三
年
憲
法
施
行
前
の
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
(
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
の
一
九
七
八
年
憲
法
を
順
次
改
正
し
た
も
の
)
で
は
、
そ
の
第
七
O
条
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で
「
共
和
国
、
地
方
、
州
、
自
治
州
お
よ
び
自
治
管
区
の
憲
法
的
地
位
の
変
更
、
ま
た
そ
れ
ら
の
分
割
お
よ
び
統
合
は
、
当
該
地
に
居
住

す
る
有
権
者
の
多
数
派
の
意
思
表
明
と
ロ
シ
ア
連
邦
人
民
代
議
員
大
会
の
承
認
に
よ
っ
て
の
み
な
さ
れ
得
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
九

三
年
憲
法
で
は
、
そ
の
第
六
六
条
で
「
共
和
国
の
地
位
は
連
邦
憲
法
お
よ
び
共
和
国
憲
法
に
よ
っ
て
定
め
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

59 

〈
・
岡
野
。
円
J

C

官
。
o
w
B
問
。
ロ
邑
E
E仲間。∞同
VEg-E
吋町民釦円∞
S
F
』
円
。
ま
え
吉
宮
古
お
お
い
ミ
て
な
き
札
F

Z
。・

5
・
右
沼
N
・
(
V
・
キ
コ

l
チ
「
タ
タ

ル
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
草
案
に
つ
い
て
」
、
憲
法
委
員
会
編
『
憲
法
通
報
』

一
九
九
二
年
第
一

O
号
)

60 

雪
量
h
E
b
C
R
M
N
S
・
コ
向
。
〈
『
包
P

這
玄
・
(
『
ロ
シ
ア
新
聞
』

一
九
九
四
年
二
月
一
七
日
号
)

61 

す
べ
て
の
共
和
国
が
大
統
領
制
を
採
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
ダ
ゲ
ス
タ
ン
な
ど
は
、
大
統
領
制
を
と
っ
て
い
な
い
。

62 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
言
語
問
題
と
憲
法
裁
判
」
(
「
比
較
法
学
』
第
三
五
巻
第
二
号
、
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
、
二

O
O
二

年
)
に
お
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

63 

ロ
シ
ア
連
邦
の
民
族
共
和
国
の
市
民
は
ロ
シ
ア
連
邦
市
民
で
あ
る
と
同
時
に
、
民
族
共
和
国
は
独
自
に
「
共
和
国
籍
」
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

64 

松
里
公
孝
に
よ
る
と
、
「
概
し
て
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
フ
ァ
ク
タ
ー
が
政
治
に
影
響
す
る
度
合
い
は
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ

l
ル
系
の
共
和
国
よ

り
も
チ
ユ
ル
ク
系
の
共
和
国
の
方
が
大
き
く
、
後
者
の
中
で
も
タ
タ
ル
ス
タ
ン
が
抜
き
ん
出
て
い
る
」
と
い
う
(
「
エ
ス
ノ
・
ボ
ナ
パ
ル

テ
イ
ズ
ム
か
ら
集
権
的
カ
シ
キ
ス
モ
へ
|
|
タ
タ
ル
ス
タ
ン
政
治
体
制
の
特
質
と
そ
の
形
成
過
程
一
九
九
O
ー
一
九
九
八
|
|
」
、
『
ス
ラ

ブ
研
究
』
第
四
七
号
、
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
所
、
二

O
O
O
年)。


